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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します
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O 
D 
A 
の
監
視
を
，
F

・

ア
ジ
ア
U
ヵ
国
の
女
性
が
集
う

こ
の
秋
に
北
京
で
聞
か
れ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
識
に
向
貯
て
、
日
本
房
き
め
、
ア
ジ
ア
十
一
カ
国
の
女
性
た
ち

が
日
本
政
府
の
途
上
国
援
助

(
O
D
A
)
が
ア
ジ
ア
地
域
の
女
性
た
ち
に
及
ぼ
す
影
響
を
話
し
あ
う

「臼
本
の
O
D

A
と
ア
ジ
ア
の
女
性
」
が
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
主
催
で
行
わ
れ
た
(
三
月
十
八
、
十
九
日
・

於

・
都
女
性
情
報
セ

ン
タ
ー
、
二
十
一
日

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
於

・
上
智
大
学
)
。

ア
ジ
ア
か
ろ
の
参
加
は
、
フ

W
I
D
(女
性
と
開
発
)
関
連
入
れ
国
双
方
の
女
性
の
エ
ン
パ

・
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
ィ
、
イ
ン
ド
ネ
の
も
の
も
あ
る
が
、
短
期
的
な
ワ
l
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
こ
と

3

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ン
ボ
福
祉
対
策
に
限
ら
れ
、
役
割
分
等
を
決
め
た
。

7

・…ム
.
ジ
ア
、
中
園
、
イ
ン
ド
、
パ
ン
業
を
固
定
化
す
る
も
の
も
多
ま
た
、
北
京
、
女
性
会
識
で

F
SH-グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
ヵ
、
く
、
女
性
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
、
こ
の
会
議
の
報
告
を
広
く

は:一山、

ホ
パ

i
ル
か
ち
の
十
一
人
。
に
役
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
実
知
ち
せ
る
た
め
の
ワ
1
ク
シ
ョ

三

日
本
の
O
D
A
資
金
の
三
分
態
が
話
し
あ
わ
れ
た
。

ッ
プ
を
聞
き
、
ロ
ビ
l
活
動
を

-L……・…・…
.・…・…・

の
一
が
巨
大
開
発
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
こ
の
よ
う
な
O
D
A
の
あ
り
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。

ト
で
、
そ
れ
が
多
く
の
人
に
立
方
を
監
視
し
、
改
め
さ
せ
る
た
二
十
一
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

d.…一…滋
ち
退
き
を
強
制
し
た
り
、
環
境
め
、
会
議
は
日
本
政
府
へ
の
提
は
約
三
百
人
の
参
加
者
で
会
場

-hae
・
悪
化
で
生
活
を
圧
迫
し
、
女
性
言
(
別
項
)
と
行
動
計
画
を
た
は
通
路
ま
で
一
ば
い
。
こ
の
間

.w………山
は
売
春
し
な
け
れ
ば
な
色
な
い
て
た
が
、
日
本
で
も
O
D
A
を
題
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し

状
況
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
こ
監
視
す
る
女
性
N
G
Oネ
ッ
ト
た
。
冒
頭
、
二
日
閣
の
話
し
あ

と
。
日
本
の
O
D
Aは
半
分
以
ワ
l
ク
を
作
る
乙
と
。
各
国
の
い
を
総
括
し
て
松
井
や
よ
り
さ

上
が
円
借
款
だ
が
、
こ
の
円
高

N
G
Oと
連
絡
を
も
ち
、
ア
ジ
ん
が
「
日
本
の
経
済
協
力
は
、

で
、
援
助
受
入
国
の
債
務
負
担
ア
太
平
洋
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
l

女
性
向
り
の
O
D
A
も
含
め
、

を
ま
す
ま
す
重
く
し
て
い
る
。

ク
を
作
り
、
調
査
や
提
言
を
行
そ
の
国
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

ま
た
、
日
本
の
O
D
A
に
は
、
う
こ
と
。
援
助
供
与
圏
、
受
け
メ
ン
ト
に
役
立
っ
て
い
な
い
。

開
発
の
や
り
方
自
体
を
見
直
さ

な
く
て
は
だ
め
だ
。
女
性
向
け

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
性
別
役

訪

割
固
定
的
な
も
の
が
多
い
。

意
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
民
閣
の
女

割
性
の
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て

ゆ

い
る
が
、
ア
ジ
ア
で
は
な
く
、

か

ア
ジ
ア
の
女
性
の
声
が
届
か
な

幻

い
。
こ
の
会
議
で
は
じ
め
て
ア

グ

ジ
ア
の
女
た
ち
が
、

O
D
Aに

す

つ
い
て
話
し
あ
っ
た
。
乙
の
、
不

自

ッ
ト
ワ
l
ク
を
こ
れ
か
ら
も
継

山内

続
し
た
い
。

ホ

ア
ジ
ア
は
い
ま
経
済
急
成
長

一一

だ
が
、
経
済
発
展
が
女
性
の
人

以
権
を
守
る
と
と
に
な
っ
て
い
る

h

の
か
、
環
境
破
壊
の
問
題
と
共

シ

に
、
北
京
で
の
最
大
の
問
題
に

な
る
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
発

展
の
あ
り
方
を
考
-え
よ
う
o
u援

助
H

の
い
ら
な
い
社
会
を
作
ろ

全国婦人新聞

..-.-. 
・'.'.'.'

y匂小論、

「
日
本
の

O
D
A
と
ア
ジ
ア
の
女
性
」

(
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
の
会
・
主
催
)

訴え退けたが実質勝訴
住民票続柄裁判最高裁ヘ

住
民
票
の
婚
外
子
に
対
す
る

差
別
記
載
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
、
合
理
性
、
必
要
性
の

無
い
差
別
で
あ
り
違
法
:
:
:
二

度
に
わ
た
っ
て
判
決
白
が
延
期

さ
れ
て
き
た
、
住
民
票
続
柄
差

別
反
対
裁
判
の
判
決
が
、
二
十

二
日
、
東
京
高
裁
で
出
さ
れ
た
。

判
決
は
、
続
柄
の
差
別
記
載

が
違
法
で
あ
る
と
し
な
が
ら

も
、
す
で
に
三
月
一
日
か
ろ
、

開

r

川

時代品
川
村
rwu
fp
Jぺ一m~
川
三
一
rmAd泳

三

妥

協

議

必

勝

機

際
機
織
機
織
繍
錦
織

職
業
毒
つ
乙
と
が
大
切
だ
と
対
し
て
S
M
I
C
(
愚
低
賃
い
う
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

川

ご

7
5
2
1
5
JJ
d一気
ぶ

…

隊

機

畿

機

エ
コ
ロ
ジ
ス
露
で
あ
る

川

山

子

議
;

て

J

で一
vJ
ω
弱

陰

滅

的

啄

通

局

審

考
』ぞ
お
り
、
実
際
、
一
一
歳
未
金
)
に
等
し
い
額
の
家
族
手
当
緑
の
党
か
ら
出
馬
し
た
党
の
女

川

コ

、

ノ
〈

]
ノ

4

E

満
の
子
供
を
待
つ
母
親
の
内
、
や
年
金
を
支
払
う
こ
と
を
提
案

H

て

、

。

こ
性
リ
ー
ダ
ー
、
ド
ミ
ュ
ッ
ク
・

川

川

み

国
際
婦
人
デ

1
2月
八
の
市
長
は
全
体
の
五
物
に
も
満
フ
ラ
ン
ス
で
、
こ
の
数
字
は
驚
そ
の
八
O
働
力
仕
事
案
守
し
て
U
る
「
母
親
が
家
庭
b

ボ
ネ
は
、
「
政
治
及
び
社
会
に

川

川

賞

ハ
目
。
大
統
領
選
を
五
月
に
控
え
た
な
い
。
女
性
費
の
少
な
さ
き
に
価
す
る
。

い
る
。
働
く
母
親
の
姿
は
今
日
入
る
と
と
で
、
庖
用
問
題
だ
り

川

紡

て
い
た
と
と
も
あ
り
二
」
の
回
は
、
ョ
l
ロ
ペ
の
中
で
す
乙
の
日
、
大
統
領
選
に
出
馬
表
と
な
っ
て
き
た
。

で
な
く
、
薬
実
行
と
い
う
れ
訪
問
白
河
川
付
1
川

市

川

R
r
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
シ
ャ
に
続
い
て
二
番
目
で
あ
る
表
明
を
し
て
い
た
各
政
策
の
候
二
ベ
フ
ラ
ン
ス
の
社
蚕
は
背
少
年
を
と
り
ま
く
深
刻
な
間

H

掲
げ
、
保
守
派
の
提
案
す
る
こ

川

川

b

H
政
治
に
お
け
る
女
性
の
不
(
一
番
多
い
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
補
者
は
、
「
女
性
の
政
治
参
加
三
百
万
人
を
趨
え
る
失
業
者
を
題
も
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と

川

れ
ら
の
家
族
手
当
に
真
っ
向
か

川

川

《

在
H

が
大
き
な
焦
点
と
し
て
と
で
三
三
君

。
人
口
の
五
O
め

川

川

=

-

P

B
反
対
し
、
乙
の
白
の
話
題
を

川

川

ス

り
あ
げ
ら
れ
た
。
以
上
が
女
性
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス

、

タ

よ

、

ん

ろ

吐

土

日

N
1
h
民

塗

我

ヨ

司

さ
ら
え
「
育
児
と
は
、
手
川

川
、
ノ

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
国
の
図
書
め
て
い
る
の
は
、
九

A
P
A
J
L
多

相

巨

手

議

主

当
と
い
う
給
料
量
っ
て
女

川

川

三

民
綴
会
綴
買
の
内
、
女
性
の
占
五
物
以
上
が
男
性
な
の
だ
。
女

E

・
4

J

i

-

-

性
が
一人
で
す
る
も
の
で
は
な

川

川

め
る
創
合
は
わ
ず
か
五

・
七
性
の
権
利
や
男
女
の
平
等
が
高

山

重

傷
。
地
方
政
治
省
で
も
女
性
々
と
唱
え
ら
れ
て
い
る
今
日
の

雇

用

対

策

に

女

性

は

家

ヘ

立

政

軒

両

関

口

A
高

温

醐

噌
調醐
明
暗
翻
翻
翻
劉
劉
劉
調
翻
翻
割
翻
翻
胡
圃
醐

ク

ポ

者

に

す

る

の

で

は

な

く

、

労

働

州

連
同
日

開
輪
開

嗣

鞍

舗

γゾ
を
妨
げ
る
要
因
を
取
り
除
き
、
抱
え
て
お
り
、
失
業
・
混
用
対
の
意
貝
に
、
耳
を
傾
げ
出
し
た
時
閣
を
短
縮
し
て
雇
用
を
分
か
州

ー
一
J

朝
鮮

品

鞠

開

舗

と

平

等

の

警

を

与

え

、

棄

の

き

」

こ

数

年

来

の

緊

急

課

題

フ

ラ

ン

ス

人

参

な

く

な

い

。

ち
る
つ
」
と
い
う
画
期
的

i

U
4
富

謀

議

融

工

事

に

向

け

て

努

力

す

る

一

」

と

と

な

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
保
守
、
中
道
政
党
か
ら
の
俣
針
を
唱
え
て
い
る
。
露

五

川
弘

瀞

翠

議

料

品

F
繍

盟

主

三

と

を

、

誰

も

が

多

か

れ

「新
し
い
震
が
創
出
で
き
な
補
者
た
ち
も
「
女
性
を
家
庭
に

;Eと家
庭
の
両
方
に
き
川

川

昌

菅

野

闘

J
人

務

職

盟

の

選

急

カ

れ

公

言

し

て

い

た

。

い
以
上
、
女
性
に
は
室
長
追
い
返
す
差
別
的
な
政
策
」
と
、
ち
ん
と
そ
の
場
を
待
て
る
ゆ
っ

川

川

語

審

欝

響

機

議

盟
詩
政
治
へ
の
女
性
参
加
率
は
良
っ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
方
針
世
論
に
益
さ
れ
な
い
よ
う
万
た
り
と
し
た
喜
重
」
を
川

川

間

開

鞠

岨

機

騒

畿

撃

機
盟
緑
大
引
く
な
い
が
、
社
会
へ
の
女
性
の
が
保
守
努
聞
か
高
か
れ
る
全
皇
室
い
な
が
ら
、
基

語っ
た
と
の
自
の
彼
女
の
言
葉
州

制

嘱
品
開
髄
議
議
機
犠
強
烈骨

盤
胴
酎
蝿
ス

(
よ

進
出
は
、
愚
近
の
統
計
に
よ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
極
右
政
本
的
に
は
、
女
性
が
外
で
働
か
は
、
確
か
に
理
想
的
す
ぎ
る
部
川

州

四

時
以
鴨
轟

6
1

剖
凋
由
理
蝿
ン

ネ
一

川

摂

融

制

騨

醐

一フ
ポ
タ

と、

二
十
五
1
三
十
五
歳
の
フ
党
か
ら
の
立
候
補
者
ル
・
ペ
ン
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
十
分
な
分
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
草
川

騨
軸
翻
鞭
晶
宮
患
麗
器
官
髄
鶴
自
陣
醐
覇

フ
ペ
ス

ラ
ン
ス
人
の
八
O
%が
女
性
も
は
、
震
を
持
つ
専
業
主
婦
に

家
族
手
当
を
保
障
し
よ
う
、
と
に
私
の
中
に
残
っ
た
。

州
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E
吊

き
る
と
恩
恵
を
受
切
る
の
は
電

気
を
使
う
中
流
家
庭
以
上
の
人

々
。
下
層
の
民
は
電
気
さ
え
使

え
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

途
上
国
女
性
を
北
京
会
議
ヘ

一

日
本
政
府
ヘ
援
助
を
要
望

一

G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
に
南
の
国
-

々
の
草
の
根
の
女
性
た
ち
は

経
済
的
な
理
由
で
参
加
困

難
。
西
側
援
助
供
与
国
は
参

加
費
用
を
援
助
す
る
方
針
。

し
か
し
日
本
だ
け
は
法
律
上

で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

「
日
本
政
府
は
早
急
に
規
則

を
改
正
し
援
助
す
る
よ
う

に
」
と
要
望
し
て
い
る
。

「
日
本
の
O
D
Aと
ア
ジ

ア
女
性
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
参
加
者
は
『
日
本
政
府
に

途
よ
国
の
女
性
た
ち
の
北
京

世
界
女
性
会
議
へ
の
参
加
資

用
援
助
を
求
め
る
』
緊
急
決

議
を
探
摂
。政
府
に
要
望
し
、

さ
ら
に
こ
の
問
題
を
広
く
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
世
界
女
性
会
議
、

N
根
絶
へ
の
援
助
に
あ
て
ら
れ
る

こ
と
。
開
発
の
名
に
よ
っ
℃
強

制
立
ち
退
き
を
強
い
る
よ
う
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
避
け
る
こ

と
。
。
人
口

・
エ
イ
ズ
関
連
に
は
原

則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
が

一
層
重
要
。

ヘ
ノ

「
か
に
た
婦
人
の

-m
J村
」
の
女
性
た
ち
が

一
州

一
作
っ
た
「
裂
織
(
さ

/
た

¥
き
お
り
)
」
の
塵
示

(
会
を
見
に
行
っ
た
。

朝
日
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
せ
い

か
、
雨
の
降
る
肌
寒
い
目
だ
っ

た
の
に
、
会
場
の
「
暮
ら
し
の

手
帖
」
別
館
は
、
人
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
V
美
し
い
。
淡
い
色

調
の
も
の
、
鮮
や
か
な
明
る
い

赤
を
基
調
に
、
ま
る
で
南
米
の

織
物
を
思
わ
せ
る
も
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
色
あ
い
の
布
が
所
せ
ま

し
と
並
ん
で
い
る
。
ど
れ
も
織

っ
た
人
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
で
、
心
和
む
思
い

に
な
る
V
「
か
に
た
婦
人
の
村
」

は
南
房
、
館
山
市
に
あ
る
婦
人

保
護
施
設
。
社
会
復
帰
が
難
し

い
女
性
た
ち
が
田
や
畑
を
耕

し
、
パ
ン
や
加
工
食
品
作
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
な
が

ろ
共
同
生
活
を
し
て
い
る
。
仕

事
の
一
つ
に
全
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
古
着
の
再
利
用
が
あ

る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
バ
ザ
ー

で
売
っ
た
り
、
切
り
揃
え
て
ウ

エ
ス

(工
業
用
清
掃
布
)
に
し

た
り
し
て
い
る
が
、
ウ
エ
ス
に

は
も
っ
た
い
な
い
も
の
も
あ
る

V
六
年
前
か
ら
、
市
内
で
裂
織

を
し
て
い
る
女
性
が
い
る
と
と

を
聞
き
、
教
え
て
も
ら
っ
た
。

知
的
障
害
の
あ
る
女
性
が
多
い

の
で
、
時
閣
を
か
け
っ
き
っ
き

り
の
指
導
だ
っ
た
と
い
う
V
裂

織
は
ほ
ど
い
た
古
替
を
細
か

く
、
一
同
ン
ほ
ど
の
太
さ
の
ひ
も

に
裂
く
。
新
し
い
た
で
糸
を
使

い
、古
着
の
ひ
も
を
横
糸
に
し
、

織
り
機
で
、
ひ
と
は
た
ひ
と
は

た
、
織
り
あ
げ
て
行
く
。
布
の

も
と
も
と
の
色
、
柄
が
か
ら
み
、

計
算
で
き
な
い
新
し
い
味
わ
い

の
柄
を
生
み
出
す
一と
い
う
。
し

か
し
、
こ
の
布
の
美
し
さ
、
や

さ
し
さ
f
V会
場
の
入
り
口
に

小
さ
な
貼
紙
が
出
て
い
た
。『社

会
の
中
で
役
に
立
た
な
い
と
い

わ
れ
て
き
た
人
た
ち
が
、
い
ろ

な
く
な
っ
た
布
を
裂
い
て
織
り

あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
い
の
ち
の

輝
き
を
と
ら
ん
く
だ
さ
い
』。

布
の
色
だ
け
で
は
な
く
て
、
織

る
人
の
心
が
輝
い
て
い
る
の

だ
、
と
思
っ
た
。

圏
奥
野
元
法
相
発
一
言
に
波

紋
、
日
育
協

「不
戦
決
議
」
探

択
を
要
請

国
会
で
の
「
不
戦
決
議
」
に

反
対
し
て
い
る
学
者
、
文
化
人

ろ
で
つ
く
る
「
終
戦
五
十
周
年

国
民
委
員
会
」
(
加
瀬
俊
一
会

長
)
は
十
六
日
、
東
京

・
千
代

田
区
の
憲
政
翠
衝
で

「謝
罪

.
不
戦
決
議
を
阻
止
す
る
緊
急

集
会
」
を
開
い
た
。
自
民
党
の

「
終
戦
五
十
周
年
国
会
議
員
連

盟
」
(
奥
野
誠
亮
会
長
)
、
新

進
党
の
「
正
し
い
歴
史
を
伝
え

る
国
会
議
員
連
盟
」
(
小
沢
底

男
会
長
)
が
後
援
。

集
会
前
の
記
者
会
見
で
奥
野

さ
ん
は
、
「
侵
略
戦
争
を
や
っ

た
の
は
米
英
で
、
私
た
ち
が
戦

っ
た
の
は
米
英
で
、
ア
ジ
ア
で

は
な
い
」
「
韓
国
は
し
ば
し
ば
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O 
D 
A 
の
監
視
を
，
F

・

ア
ジ
ア
U
ヵ
国
の
女
性
が
集
う

こ
の
秋
に
北
京
で
聞
か
れ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
識
に
向
貯
て
、
日
本
房
き
め
、
ア
ジ
ア
十
一
カ
国
の
女
性
た
ち

が
日
本
政
府
の
途
上
国
援
助

(
O
D
A
)
が
ア
ジ
ア
地
域
の
女
性
た
ち
に
及
ぼ
す
影
響
を
話
し
あ
う

「臼
本
の
O
D

A
と
ア
ジ
ア
の
女
性
」
が
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
主
催
で
行
わ
れ
た
(
三
月
十
八
、
十
九
日
・

於

・
都
女
性
情
報
セ

ン
タ
ー
、
二
十
一
日

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
於

・
上
智
大
学
)
。

ア
ジ
ア
か
ろ
の
参
加
は
、
フ

W
I
D
(女
性
と
開
発
)
関
連
入
れ
国
双
方
の
女
性
の
エ
ン
パ

・
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
ィ
、
イ
ン
ド
ネ
の
も
の
も
あ
る
が
、
短
期
的
な
ワ
l
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
こ
と

3

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ン
ボ
福
祉
対
策
に
限
ら
れ
、
役
割
分
等
を
決
め
た
。

7

・…ム
.
ジ
ア
、
中
園
、
イ
ン
ド
、
パ
ン
業
を
固
定
化
す
る
も
の
も
多
ま
た
、
北
京
、
女
性
会
識
で

F
SH-グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
ヵ
、
く
、
女
性
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
、
こ
の
会
議
の
報
告
を
広
く

は:一山、

ホ
パ

i
ル
か
ち
の
十
一
人
。
に
役
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
実
知
ち
せ
る
た
め
の
ワ
1
ク
シ
ョ

三

日
本
の
O
D
A
資
金
の
三
分
態
が
話
し
あ
わ
れ
た
。

ッ
プ
を
聞
き
、
ロ
ビ
l
活
動
を

-L……・…・…
.・…・…・

の
一
が
巨
大
開
発
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
こ
の
よ
う
な
O
D
A
の
あ
り
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。

ト
で
、
そ
れ
が
多
く
の
人
に
立
方
を
監
視
し
、
改
め
さ
せ
る
た
二
十
一
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

d.…一…滋
ち
退
き
を
強
制
し
た
り
、
環
境
め
、
会
議
は
日
本
政
府
へ
の
提
は
約
三
百
人
の
参
加
者
で
会
場

-hae
・
悪
化
で
生
活
を
圧
迫
し
、
女
性
言
(
別
項
)
と
行
動
計
画
を
た
は
通
路
ま
で
一
ば
い
。
こ
の
間

.w………山
は
売
春
し
な
け
れ
ば
な
色
な
い
て
た
が
、
日
本
で
も
O
D
A
を
題
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し

状
況
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
こ
監
視
す
る
女
性
N
G
Oネ
ッ
ト
た
。
冒
頭
、
二
日
閣
の
話
し
あ

と
。
日
本
の
O
D
Aは
半
分
以
ワ
l
ク
を
作
る
乙
と
。
各
国
の
い
を
総
括
し
て
松
井
や
よ
り
さ

上
が
円
借
款
だ
が
、
こ
の
円
高

N
G
Oと
連
絡
を
も
ち
、
ア
ジ
ん
が
「
日
本
の
経
済
協
力
は
、

で
、
援
助
受
入
国
の
債
務
負
担
ア
太
平
洋
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
l

女
性
向
り
の
O
D
A
も
含
め
、

を
ま
す
ま
す
重
く
し
て
い
る
。

ク
を
作
り
、
調
査
や
提
言
を
行
そ
の
国
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

ま
た
、
日
本
の
O
D
A
に
は
、
う
こ
と
。
援
助
供
与
圏
、
受
け
メ
ン
ト
に
役
立
っ
て
い
な
い
。

開
発
の
や
り
方
自
体
を
見
直
さ

な
く
て
は
だ
め
だ
。
女
性
向
け

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
性
別
役

訪

割
固
定
的
な
も
の
が
多
い
。

意
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
民
閣
の
女

割
性
の
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て

ゆ

い
る
が
、
ア
ジ
ア
で
は
な
く
、

か

ア
ジ
ア
の
女
性
の
声
が
届
か
な

幻

い
。
こ
の
会
議
で
は
じ
め
て
ア

グ

ジ
ア
の
女
た
ち
が
、

O
D
Aに

す

つ
い
て
話
し
あ
っ
た
。
乙
の
、
不

自

ッ
ト
ワ
l
ク
を
こ
れ
か
ら
も
継

山内

続
し
た
い
。

ホ

ア
ジ
ア
は
い
ま
経
済
急
成
長

一一

だ
が
、
経
済
発
展
が
女
性
の
人

以
権
を
守
る
と
と
に
な
っ
て
い
る

h

の
か
、
環
境
破
壊
の
問
題
と
共

シ

に
、
北
京
で
の
最
大
の
問
題
に

な
る
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
発

展
の
あ
り
方
を
考
-え
よ
う
o
u援

助
H

の
い
ら
な
い
社
会
を
作
ろ

全国婦人新聞

..-.-. 
・'.'.'.'

y匂小論、

「
日
本
の

O
D
A
と
ア
ジ
ア
の
女
性
」

(
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
の
会
・
主
催
)

訴え退けたが実質勝訴
住民票続柄裁判最高裁ヘ

住
民
票
の
婚
外
子
に
対
す
る

差
別
記
載
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
、
合
理
性
、
必
要
性
の

無
い
差
別
で
あ
り
違
法
:
:
:
二

度
に
わ
た
っ
て
判
決
白
が
延
期

さ
れ
て
き
た
、
住
民
票
続
柄
差

別
反
対
裁
判
の
判
決
が
、
二
十

二
日
、
東
京
高
裁
で
出
さ
れ
た
。

判
決
は
、
続
柄
の
差
別
記
載

が
違
法
で
あ
る
と
し
な
が
ら

も
、
す
で
に
三
月
一
日
か
ろ
、

開

r

川

時代品
川
村
rwu
fp
Jぺ一m~
川
三
一
rmAd泳

三

妥

協

議

必

勝

機

際
機
織
機
織
繍
錦
織

職
業
毒
つ
乙
と
が
大
切
だ
と
対
し
て
S
M
I
C
(
愚
低
賃
い
う
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

川

ご

7
5
2
1
5
JJ
d一気
ぶ

…

隊

機

畿

機

エ
コ
ロ
ジ
ス
露
で
あ
る

川

山

子

議
;

て

J

で一
vJ
ω
弱

陰

滅

的

啄

通

局

審

考
』ぞ
お
り
、
実
際
、
一
一
歳
未
金
)
に
等
し
い
額
の
家
族
手
当
緑
の
党
か
ら
出
馬
し
た
党
の
女

川

コ

、

ノ
〈

]
ノ

4

E

満
の
子
供
を
待
つ
母
親
の
内
、
や
年
金
を
支
払
う
こ
と
を
提
案

H

て

、

。

こ
性
リ
ー
ダ
ー
、
ド
ミ
ュ
ッ
ク
・

川

川

み

国
際
婦
人
デ

1
2月
八
の
市
長
は
全
体
の
五
物
に
も
満
フ
ラ
ン
ス
で
、
こ
の
数
字
は
驚
そ
の
八
O
働
力
仕
事
案
守
し
て
U
る
「
母
親
が
家
庭
b

ボ
ネ
は
、
「
政
治
及
び
社
会
に

川

川

賞

ハ
目
。
大
統
領
選
を
五
月
に
控
え
た
な
い
。
女
性
費
の
少
な
さ
き
に
価
す
る
。

い
る
。
働
く
母
親
の
姿
は
今
日
入
る
と
と
で
、
庖
用
問
題
だ
り

川

紡

て
い
た
と
と
も
あ
り
二
」
の
回
は
、
ョ
l
ロ
ペ
の
中
で
す
乙
の
日
、
大
統
領
選
に
出
馬
表
と
な
っ
て
き
た
。

で
な
く
、
薬
実
行
と
い
う
れ
訪
問
白
河
川
付
1
川

市

川

R
r
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
シ
ャ
に
続
い
て
二
番
目
で
あ
る
表
明
を
し
て
い
た
各
政
策
の
候
二
ベ
フ
ラ
ン
ス
の
社
蚕
は
背
少
年
を
と
り
ま
く
深
刻
な
間

H

掲
げ
、
保
守
派
の
提
案
す
る
こ

川

川

b

H
政
治
に
お
け
る
女
性
の
不
(
一
番
多
い
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
補
者
は
、
「
女
性
の
政
治
参
加
三
百
万
人
を
趨
え
る
失
業
者
を
題
も
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と

川

れ
ら
の
家
族
手
当
に
真
っ
向
か

川

川

《

在
H

が
大
き
な
焦
点
と
し
て
と
で
三
三
君

。
人
口
の
五
O
め

川

川

=

-

P

B
反
対
し
、
乙
の
白
の
話
題
を

川

川

ス

り
あ
げ
ら
れ
た
。
以
上
が
女
性
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス

、

タ

よ

、

ん

ろ

吐

土

日

N
1
h
民

塗

我

ヨ

司

さ
ら
え
「
育
児
と
は
、
手
川

川
、
ノ

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
国
の
図
書
め
て
い
る
の
は
、
九

A
P
A
J
L
多

相

巨

手

議

主

当
と
い
う
給
料
量
っ
て
女

川

川

三

民
綴
会
綴
買
の
内
、
女
性
の
占
五
物
以
上
が
男
性
な
の
だ
。
女

E

・
4

J

i

-

-

性
が
一人
で
す
る
も
の
で
は
な

川

川

め
る
創
合
は
わ
ず
か
五

・
七
性
の
権
利
や
男
女
の
平
等
が
高

山

重

傷
。
地
方
政
治
省
で
も
女
性
々
と
唱
え
ら
れ
て
い
る
今
日
の

雇

用

対

策

に

女

性

は

家

ヘ

立

政

軒

両

関

口

A
高

温

醐

噌
調醐
明
暗
翻
翻
翻
劉
劉
劉
調
翻
翻
割
翻
翻
胡
圃
醐

ク

ポ

者

に

す

る

の

で

は

な

く

、

労

働

州

連
同
日

開
輪
開

嗣

鞍

舗

γゾ
を
妨
げ
る
要
因
を
取
り
除
き
、
抱
え
て
お
り
、
失
業
・
混
用
対
の
意
貝
に
、
耳
を
傾
げ
出
し
た
時
閣
を
短
縮
し
て
雇
用
を
分
か
州

ー
一
J

朝
鮮

品

鞠

開

舗

と

平

等

の

警

を

与

え

、

棄

の

き

」

こ

数

年

来

の

緊

急

課

題

フ

ラ

ン

ス

人

参

な

く

な

い

。

ち
る
つ
」
と
い
う
画
期
的

i

U
4
富

謀

議

融

工

事

に

向

け

て

努

力

す

る

一

」

と

と

な

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
保
守
、
中
道
政
党
か
ら
の
俣
針
を
唱
え
て
い
る
。
露

五

川
弘

瀞

翠

議

料

品

F
繍

盟

主

三

と

を

、

誰

も

が

多

か

れ

「新
し
い
震
が
創
出
で
き
な
補
者
た
ち
も
「
女
性
を
家
庭
に

;Eと家
庭
の
両
方
に
き
川

川

昌

菅

野

闘

J
人

務

職

盟

の

選

急

カ

れ

公

言

し

て

い

た

。

い
以
上
、
女
性
に
は
室
長
追
い
返
す
差
別
的
な
政
策
」
と
、
ち
ん
と
そ
の
場
を
待
て
る
ゆ
っ

川

川

語

審

欝

響

機

議

盟
詩
政
治
へ
の
女
性
参
加
率
は
良
っ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
方
針
世
論
に
益
さ
れ
な
い
よ
う
万
た
り
と
し
た
喜
重
」
を
川

川

間

開

鞠

岨

機

騒

畿

撃

機
盟
緑
大
引
く
な
い
が
、
社
会
へ
の
女
性
の
が
保
守
努
聞
か
高
か
れ
る
全
皇
室
い
な
が
ら
、
基

語っ
た
と
の
自
の
彼
女
の
言
葉
州

制

嘱
品
開
髄
議
議
機
犠
強
烈骨

盤
胴
酎
蝿
ス

(
よ

進
出
は
、
愚
近
の
統
計
に
よ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
極
右
政
本
的
に
は
、
女
性
が
外
で
働
か
は
、
確
か
に
理
想
的
す
ぎ
る
部
川

州

四

時
以
鴨
轟

6
1

剖
凋
由
理
蝿
ン

ネ
一

川

摂

融

制

騨

醐

一フ
ポ
タ

と、

二
十
五
1
三
十
五
歳
の
フ
党
か
ら
の
立
候
補
者
ル
・
ペ
ン
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
十
分
な
分
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
草
川

騨
軸
翻
鞭
晶
宮
患
麗
器
官
髄
鶴
自
陣
醐
覇

フ
ペ
ス

ラ
ン
ス
人
の
八
O
%が
女
性
も
は
、
震
を
持
つ
専
業
主
婦
に

家
族
手
当
を
保
障
し
よ
う
、
と
に
私
の
中
に
残
っ
た
。

州
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Z
E
吊

き
る
と
恩
恵
を
受
切
る
の
は
電

気
を
使
う
中
流
家
庭
以
上
の
人

々
。
下
層
の
民
は
電
気
さ
え
使

え
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

途
上
国
女
性
を
北
京
会
議
ヘ

一

日
本
政
府
ヘ
援
助
を
要
望

一

G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
に
南
の
国
-

々
の
草
の
根
の
女
性
た
ち
は

経
済
的
な
理
由
で
参
加
困

難
。
西
側
援
助
供
与
国
は
参

加
費
用
を
援
助
す
る
方
針
。

し
か
し
日
本
だ
け
は
法
律
上

で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

「
日
本
政
府
は
早
急
に
規
則

を
改
正
し
援
助
す
る
よ
う

に
」
と
要
望
し
て
い
る
。

「
日
本
の
O
D
Aと
ア
ジ

ア
女
性
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
参
加
者
は
『
日
本
政
府
に

途
よ
国
の
女
性
た
ち
の
北
京

世
界
女
性
会
議
へ
の
参
加
資

用
援
助
を
求
め
る
』
緊
急
決

議
を
探
摂
。政
府
に
要
望
し
、

さ
ら
に
こ
の
問
題
を
広
く
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
世
界
女
性
会
議
、

N
根
絶
へ
の
援
助
に
あ
て
ら
れ
る

こ
と
。
開
発
の
名
に
よ
っ
℃
強

制
立
ち
退
き
を
強
い
る
よ
う
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
避
け
る
こ

と
。
。
人
口

・
エ
イ
ズ
関
連
に
は
原

則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
が

一
層
重
要
。

ヘ
ノ

「
か
に
た
婦
人
の

-m
J村
」
の
女
性
た
ち
が

一
州

一
作
っ
た
「
裂
織
(
さ

/
た

¥
き
お
り
)
」
の
塵
示

(
会
を
見
に
行
っ
た
。

朝
日
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
せ
い

か
、
雨
の
降
る
肌
寒
い
目
だ
っ

た
の
に
、
会
場
の
「
暮
ら
し
の

手
帖
」
別
館
は
、
人
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
V
美
し
い
。
淡
い
色

調
の
も
の
、
鮮
や
か
な
明
る
い

赤
を
基
調
に
、
ま
る
で
南
米
の

織
物
を
思
わ
せ
る
も
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
色
あ
い
の
布
が
所
せ
ま

し
と
並
ん
で
い
る
。
ど
れ
も
織

っ
た
人
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
で
、
心
和
む
思
い

に
な
る
V
「
か
に
た
婦
人
の
村
」

は
南
房
、
館
山
市
に
あ
る
婦
人

保
護
施
設
。
社
会
復
帰
が
難
し

い
女
性
た
ち
が
田
や
畑
を
耕

し
、
パ
ン
や
加
工
食
品
作
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
な
が

ろ
共
同
生
活
を
し
て
い
る
。
仕

事
の
一
つ
に
全
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
古
着
の
再
利
用
が
あ

る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
バ
ザ
ー

で
売
っ
た
り
、
切
り
揃
え
て
ウ

エ
ス

(工
業
用
清
掃
布
)
に
し

た
り
し
て
い
る
が
、
ウ
エ
ス
に

は
も
っ
た
い
な
い
も
の
も
あ
る

V
六
年
前
か
ら
、
市
内
で
裂
織

を
し
て
い
る
女
性
が
い
る
と
と

を
聞
き
、
教
え
て
も
ら
っ
た
。

知
的
障
害
の
あ
る
女
性
が
多
い

の
で
、
時
閣
を
か
け
っ
き
っ
き

り
の
指
導
だ
っ
た
と
い
う
V
裂

織
は
ほ
ど
い
た
古
替
を
細
か

く
、
一
同
ン
ほ
ど
の
太
さ
の
ひ
も

に
裂
く
。
新
し
い
た
で
糸
を
使

い
、古
着
の
ひ
も
を
横
糸
に
し
、

織
り
機
で
、
ひ
と
は
た
ひ
と
は

た
、
織
り
あ
げ
て
行
く
。
布
の

も
と
も
と
の
色
、
柄
が
か
ら
み
、

計
算
で
き
な
い
新
し
い
味
わ
い

の
柄
を
生
み
出
す
一と
い
う
。
し

か
し
、
こ
の
布
の
美
し
さ
、
や

さ
し
さ
f
V会
場
の
入
り
口
に

小
さ
な
貼
紙
が
出
て
い
た
。『社

会
の
中
で
役
に
立
た
な
い
と
い

わ
れ
て
き
た
人
た
ち
が
、
い
ろ

な
く
な
っ
た
布
を
裂
い
て
織
り

あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
い
の
ち
の

輝
き
を
と
ら
ん
く
だ
さ
い
』。

布
の
色
だ
け
で
は
な
く
て
、
織

る
人
の
心
が
輝
い
て
い
る
の

だ
、
と
思
っ
た
。

圏
奥
野
元
法
相
発
一
言
に
波

紋
、
日
育
協

「不
戦
決
議
」
探

択
を
要
請

国
会
で
の
「
不
戦
決
議
」
に

反
対
し
て
い
る
学
者
、
文
化
人

ろ
で
つ
く
る
「
終
戦
五
十
周
年

国
民
委
員
会
」
(
加
瀬
俊
一
会

長
)
は
十
六
日
、
東
京

・
千
代

田
区
の
憲
政
翠
衝
で

「謝
罪

.
不
戦
決
議
を
阻
止
す
る
緊
急

集
会
」
を
開
い
た
。
自
民
党
の

「
終
戦
五
十
周
年
国
会
議
員
連

盟
」
(
奥
野
誠
亮
会
長
)
、
新

進
党
の
「
正
し
い
歴
史
を
伝
え

る
国
会
議
員
連
盟
」
(
小
沢
底

男
会
長
)
が
後
援
。

集
会
前
の
記
者
会
見
で
奥
野

さ
ん
は
、
「
侵
略
戦
争
を
や
っ

た
の
は
米
英
で
、
私
た
ち
が
戦

っ
た
の
は
米
英
で
、
ア
ジ
ア
で

は
な
い
」
「
韓
国
は
し
ば
し
ば

画・・匝詞
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な
い
の
で
時
聞
が
か
か
る
し
、
め
に
も
情
報
公
開
法
の
早
期
制
非
公
開
を
決
め
る
の
か
、
何
を

一
ず
、
組
合
に
入
る
に
は
た
め
ら
一

閉
じ
位
置
で
闘
え
な
い
の
が
現
定
を
訴
え
た
。

非

公
開
に
す
る
の
か
。
難
し
い
一
い
が
あ
る
が
、
伺
か
し
た
い
と

状
」
と
言
、
コ
。
会
場
の
弁
護
士
最
後
に
「
骨
組
穴
命
法
を
求
こ
と
だ
が
、
特
殊
法
人
も
公
開
一
一
言一
う
人
の
た
め
の
ホ
ラ
ン
テ
ィ

か
ら
も
、
情
報
公
開
法
が
な
い
め
る
市
民
運
動
史
宮
」
の
事
務
の
対
象
に
含
む
べ
き
だ
と
思
一
ア
制
度
を
設
置
、
い
ろ
い
ろ
な

た
め
弁
護
に
も
隈
界
が
あ
り
裁
局
長
で
、
情
契
命
運
動
の
初
う
。
阜
く
や
ら
ね
ば
手
遅
れ
に
一
人
の
協
力
を
得
て
い
く
と
い
う

判
が
不
利
に
進
む
と
の
声
が
あ
期
か
ち
活
動
し
て
い
る
奥
津
茂
な
っ
て
し
害
時
つ
。
見
も
の
は
、

一
体
句
役
員
は
い
る
も
の
の
、

げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

P
L忌
樹
さ
ん
が
、

「園
で
も
行
政
情
と
の
情
望
開
部
会
雲
聞
に

一
す
べ
て
の
組
合
員
は
皆
平
等
の

に
詳
し
い
中
村
正
人
さ
ん
は
報
公
開
部
会
を
近
い

2
Dに
発
す
る
か
非
公
開
に
す
る
か
だ
。
一

立
場
で
、
助
け
合
い
励
ま
し
合

「
自
分
の
家
が
火
事
に
な
り
原
足
さ
せ
る
。
そ
し
て
、

一
年
く
毘
士
主
義
手
遜
め
る
た
め
の
情

一
っ
て
運
首
し
て
い
く
と
い
う
。

図
を
調
べ
た
梢
防
署
と
瞥
察
に
ち
い
の
内

γ窪
案
の
骨
格
が
決
契
ム
開
法
を
作
る
蔀
会
を
非
公

一

こ
の
日
、
執
行
委
員
長
に
選

N

ど
こ
に
原
因
が
あ
っ
た
の
ま
る
だ
ろ
う
一
。
何
を
、
ど
の
様
開
に
す
る
と
お
か
し
く
な
る
か

一
出
さ
れ
族
修
し
た
伊
藤
み
ど
り

か
H

と
聞
い
て
も
、

H

公
共
の
に
惇
る
の
か
、
固
ま
か
せ
で
な
ら
だ
」
と
国
の
動
き
を
伝
え、

一
さ
ん
は
「
結
成
さ
れ
る
こ
と
が

た
め
に
役
立
て
る
資
料
だ
か
く
市
民
の
方
か
ら
働
き
か
け
効
力
の
あ
る
法
律
に
オ
る
た
め

一
報
道
さ
れ
た
と
た
ん
、
連
絡
が

ら
u

と
個
人
に
教
え
て
く
れ
な
る
。
詮
護
士
さ
ん
た
ち
は
週
輸
に
市
民
の
側
も
過
穂
の
監
視
、

一
ど
ん
ど
ん
入
っ
た
。
そ
れ
が
今

ぃ
。火
元
を
ビ
デ
オ
だ
と
思
い
、
に
つ
い
玄
早
急
に
研
究
し
て
も
働
き
か
け
が
必
要
だ
と
訴
え
一
日
加
入
し
て
、
明
日
か
ら
ボ
ラ

そ
の
メ
ー
カ
ー
を
相
手
に
裁
判
ら
い
た
い
。国
で
は
維
が
公
開
、
た
。

一
ン
テ
ィ
ア
で
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
を

者
短
め
た
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農
薬
が
検
出
さ
れ
た
輸
入
健
辰

茶
の
情
報
公
開
を
求
め
る
裁
判

で
、
弁
鍍
団
長
を
務
め
、
見
事

勝
訴
。
そ
の
経
遍
と
一
哲
離
を
報

告
し
た
。
九
一
年
五
周
、
毎
日
薪
闘
で

「
東
京
都
立
衛
生
研
究
所
の
調

査
で
、
輸
入
健
康
茶
か
ら
発
が

ん
性
の
あ
る
麗
揖
が
検
出
さ
れ

た
」
と
報
道
さ
れ
た
。
健
康
に

な
り
た
い
た
め
に
飲
む
お
茶
か

色
発
が
ん
性
物
質
が

。
い
っ

た
い
ど
と
の
メ
ー
カ
ー
の
ど
の

商
品
か
色
検
出
さ
れ
た
の
か
と

疑
問
#
持
っ
た
、
自
称
ρ
普
通

の
主
婦
μ
の
胃
木
静
江
さ
ん
が
、

東
京
都
に
情
報
公
開
を
求
め

た
。
し
か
し
、
非
開
示
の
返
事
。

異
織
申
立
で
を
行
っ
た
と
こ
ろ

「健
康
糸
か
ら
ど
の
よ
司丘
陵

葉
が
ど
の
程
度
出
た
か
に
つ
い

て
公
表
す
べ
き
だ
が
、
各
商
品

名
に
つ
い
て
は
公
表
し
な
く
て

い
い
」
と
い
う
都
の
審
査
会
の

決
定
密
が
届
い
た
。
「
ど
の
銘

柄
か
ち
検
出
さ
れ
た
の
か
分
か

ち
な
り
れ
ば
、
私
た
ち
は
壁
抽
出

入
り
の
お
茶
を
飲
み
続
け
さ
せ

ら
れ
る
。
銘
柄
を
発
表
す
る
と

不
男
溢
動
が
起
こ
る
と
か
、
あ

ま
り
に
も
非
公
開
理
由
が
企
業

優
先
で
ひ
ど
か
っ
た
」
た
め
、

青
木
さ
ん
は
東
京
地
読
に
非
開

示
決
定
処
分
取
消
し
宇
且
早
め
る

行
政
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
九
四

年
、
=
一年
八
カ
月
ぶ
り
に
地
裁

は
都
に
非
公
開
決
定
の
取
り
消

し
を
命
じ
る
判
決
を
一言
い
渡
し

た
と
い
う
一
も
の
。

食
品
衛
生
に
関
す
る
情
報
公

開
訴
総
は
初
め
て
で
、

土
生
さ

ん
は
「
商
昂
情
報
は
消
費
者
に

開
示
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
を
示
し
た
非
常
に
意
義
の
あ

る
判
決
で
、
こ
れ
か
同
の
一情
報

公
開
条
例
の
適
用

・
解
釈
に
大

き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思

う
」
と
言
う
。

神
山
さ
ん
は
斡
入
堕
産
物
の

ポ
ス
ト
ハ
l
ベ
ス
ト
や
圏
内
の

残
留
陸
楽
、
食
品
添
加
物
基
準

の
緩
和
に
反
対
す
る
運
動
、
裁

判
に
触
れ
な
が
ら
、
「
闘
う
に

し
て
も
わ
れ
わ
れ
に
は
情
報
が

消
費
者
に
真
の
情
報
を

仁木曜日〉

裁
判
に
も
大
き
く
影
響

る
ま
で
に
な
っ
た
。
い
ま
、
図
る
。

の
七
月
か
ろ
施
行
さ
れ
る
p
L

の
「
情
報
公
開
法
」
宇
奈
め
る
東
京
弁
髄
土
会
で
も
七
回
、

法
(
製
造
物
責
任
)
も
「
推
定

酉
が
大
き
く
な
り
、
情
報
公
開
同
会
の
人
権
憐
趨
委
員
会
、
公
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い

法
に
関
す
る
交
流
会
や
シ
ン
ポ
富

・
環
境
特
別
委
員
会
、
消
費
た
め
、
消
費
者
の
立
証
負
担
が

ツ
ウ
ム
が
次
々
に
開
か
れ
て
い
者
問
題
特
別
妥
員
会
の
三
会
合
重
い
。
情
報
の
公
開
が
行
わ
れ

-
嗣
両
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「消
費
者
な
け
れ
ば
、
真
の
消
賞
者
の
た

四
則
市

・
健
康
情
報
の
公
開
を
求
め
め
の
法
が
確
立
で
き
た
と
は
苫

置
詑

て
」
を
開
い
た
。

え
な
い
」
と
言
い
、
国
の
情
報

闘
茂
開
会
の
挨
拶
を
レ
た
宇
都
宮
公
開
法
の
早
期
実
現
を
求
め
よ

闘
訊

健
児
東
弁
副
会
長
は
、
ァ
メ
リ
う
と
一呼
び
か
け
た
。

聞
堀

カ
合
衆
国
の
消
賞
者
運
動
家
ラ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
れ
ま

E
山

ル
フ

・
ネ
l
ダ
ー
が
来
日
し
た
で
情
報
公
開
の
問
題
に
取
り
組

A
神

崎

言
っ
た
『情
報
は
民
主
士
議
ん
で
来
た
土
生

(は
ぶ
)
照
子

t
一
の
通
貨
で
あ
る
』
の
言
葉
を
紹

さ
ん
、
神
山
芙
恒
子
さ
ん
の
両

b

介
し
「
梢
資
者
運
動
、
民
主
主

弁
明
世
士
、
ア
メ
リ
カ
の
情
報
公

酎
鍍
の
進
展
に
は
情
報
公
開
制
度
開
法
に
詳
し
い
堀
部
政
男
(
一

日

は
不
可
欠
で
あ
る
。
情
報
が
入
橋
大
教
授
)
さ
ん
、
啓
里
栄
一

割
手
で
き
な
い
た
め
主
権
者
で
あ

(総
務
庁
行
政
管
理
局
)
さ
ん

脚
る
夏
が
ど
ん
な
に
不
利
益
を

ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
。

蜘

被
っ
て
い
る
か
」
と
突
、
と
土
生
さ
ん
は
、
昨
年
十一

月、

報情

東
京
弁
護
士
会

の
三
委
合
同
で

1995年 3月 30日

情
契
ム
開
制
度
を
求
め
る
通

勤
が
始
ま
っ
て
約
二
十
年
。
四

十
三
都
道
府
県
、

二
百
八
の
市

区
町
村
が

「情
報
公
開
条
例
」

を
制
定
(
鈍
年
4
月
現
在
)
す

安奇r./'、来.lT1'ifJ国壬~(揖3橿郵恒物認 可 )

忠
魂
碑
ど
け
て
F
・

箕面忠魂碑違憲訴訟を支援する会

問
年
の
歴
史
、が
り
版
か
ら
日
号
ま
で

許
さ
な
い
F
・
戦
死
の
美
化

う
?
と
思
っ
た
と
き
、
裁
判
し

よ
う
と
い
い
出
し
た
の
は
神
坂

哲
、
玲
子
夫
妻
で
あ
る
。
裁
判

に
は
金
が
か
か
る
し
と
尻
ご

み
す
る
人
た
ち
を
「
井
被
土
な

し
で
私
が
や
る
か
ら
金
は
い
ら

な
い
」
と
一
説
得
し
た
の
が
神
坂

哲
さ
ん
。
法
津
の
専
門
家
で
は

な
い
。本
職
は
税
理
士
で
あ
る
。

一
号
が
、
ワ
ラ
半
紙
に
ガ
リ
版

の
手
轡
き
で
発
行
さ
れ
て
い

る
。そ
れ
か
ら
十
九
年
。
ニュ
ー

ス
は
印
刷
と
な
り
、

五
十
六
号

を
数
え
て
い
る
。

「
箕
面
忠
魂
碑
訴
松
」
は
一

連
の
政
教
分
離
訴
訟
の
中
で
も

重
要
で
、
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
訴

訟
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
重
嬰

つ
ぎ
に
訴
訟
を
包
こ
す
が
、
や

が
て
「
忠
魂
碑
」
、

「慰
霊
祭
」

(
宗
教
行
事
で
あ
る
慰
霊
祭
に

教
育
長
が
出
席
し
た
の
は
選

法
)
、
「
遺
族
会
補
助
金
」
(宗

教
団
体
で
あ
る
哩
族
会
に
市
の

金
置
す
の
は
還
法
)
の
三
つ

の
訴
訟
に
ま
と
ま
る
。
さ
ら
に

が
つ
ぎ
つ
ぎ
勝
訴
。

弁
明
岨
土
俵
き
の
裁
判
は
ほ
か

に
も
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
大
き

な
裁
判
で
し
る
っ
と
設
相
で
勝

っ
た
例
は
な
い
と
い
う
。
留
さ

ん
は
税
理
士
の
仕
事
の
合
聞
に

準
備
歯
菌
を
曹
き
つ
づ
け
た
。

一
審
だ
け
で
、
五
十
二
万
字
以

よ
告
審
に
う
つ
っ
て
か
ら
は

し
ろ
っ
と
だ
け
で
は
間
に
あ
わ

ず
弁
護
団
が
で
き
た
が
、

M

総

保
守
化
H

の
進
む
中
、
補
助
金

訴
鉛
は
地
裁
か
ろ
敗
訴。

忠
魂

碑
訴
訟
、
慰
霊
祭
訴
訟
は
高
裁

第 1092号

原
告
も
女
性
ば
か
り
四
人
と

な
っ
た
。
窪
田の
リ
ー
ダ
ー

-

留
さ
ん
実
年
に
ぜ
ん
そ
く
の

発
作
で
急
死
刊
古
川
二
郎
さ
ん

が
九
三
年
に
ガ
ン
の
た
め
死

亡ロ

三
人
が
住
居
移
転
で
箕
面

第 1092号

「
女
た
ち
の
幻
世
紀
」

、新しい市民運動の

発展を期待、し解散

みんなのページです。奮いたいことや、矢口らせたい

ことがあ ったら、どんどん控稿して下さい。

電 話03(3343)1846
編集部 i

FAX 03(3348)1890 
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藤
ド
の
容
は
旅
立
ち
の
戸
歪
」
ウ
ヨ
ン

タナ

(中
国
・
円
モ
ン
ゴ
ル
シ
ン
ガ

ー
)
ほ
か
磁
居
申
込
み
完
曽
川
名

手
括
通
訳
、

一時
保
禽
あ
り
申

込
み
問
由
せ
匂
せ
た
が
や
女
雇
セ

ン
タ
ー
・
5
ぷ
ち
す
E
ω
5
4
7

B
・

1
i

0・..i亘子市の「緑と子供を守る市民の会J.o

解
#
軒
っ
た
が
、
こ
れ
を
成
果

と
息
也
か
、
大
妥
協
と
み
る
か

で
市
民
の
意
見
は
二
分
。
会
も

ジ
レ
ン
マ
。

昨
年
ロ
月
の
選
事
で
、
「市

民
の
会
」
抜
き
の
選
挙
で
前

・

沢
市
直
は
破
れ
、
逗
子
市
政
も

大
き
な
転
機
を
迎
え
た
。

「
市
民
の
会
」
も
意
見
の
調

整
が
で
き
な
い
ま
ま
、

H

新
し

い
市
民
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と

と
を
扇
い
つ
つ
H

歴
史
を
閉
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
会
々
長

・
平
山
次
郎
さ
ん

は
「
ロ
年
間
の
全
国
か
ら
の
多

く
の
激
励
に
感
謝
す
る
」
と
一解

散
報
告
号
の
あ
い
さ
つ
を
結
ん

で
い
る
。
。
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動したいなら、出かけてuって理呼吸すればいい。新鮮な事勺しって、そ
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ライオノズマンンヨノの出街M徹をいちはや〈おFもとに。

いて。

な
い
の
で
時
聞
が
か
か
る
し
、
め
に
も
情
報
公
開
法
の
早
期
制
非
公
開
を
決
め
る
の
か
、
何
を

一
ず
、
組
合
に
入
る
に
は
た
め
ら
一

閉
じ
位
置
で
闘
え
な
い
の
が
現
定
を
訴
え
た
。

非

公
開
に
す
る
の
か
。
難
し
い
一
い
が
あ
る
が
、
伺
か
し
た
い
と

状
」
と
言
、
コ
。
会
場
の
弁
護
士
最
後
に
「
骨
組
穴
命
法
を
求
こ
と
だ
が
、
特
殊
法
人
も
公
開
一
一
言一
う
人
の
た
め
の
ホ
ラ
ン
テ
ィ

か
ら
も
、
情
報
公
開
法
が
な
い
め
る
市
民
運
動
史
宮
」
の
事
務
の
対
象
に
含
む
べ
き
だ
と
思
一
ア
制
度
を
設
置
、
い
ろ
い
ろ
な

た
め
弁
護
に
も
隈
界
が
あ
り
裁
局
長
で
、
情
契
命
運
動
の
初
う
。
阜
く
や
ら
ね
ば
手
遅
れ
に
一
人
の
協
力
を
得
て
い
く
と
い
う

判
が
不
利
に
進
む
と
の
声
が
あ
期
か
ち
活
動
し
て
い
る
奥
津
茂
な
っ
て
し
害
時
つ
。
見
も
の
は
、

一
体
句
役
員
は
い
る
も
の
の
、

げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

P
L忌
樹
さ
ん
が
、

「園
で
も
行
政
情
と
の
情
望
開
部
会
雲
聞
に

一
す
べ
て
の
組
合
員
は
皆
平
等
の

に
詳
し
い
中
村
正
人
さ
ん
は
報
公
開
部
会
を
近
い

2
Dに
発
す
る
か
非
公
開
に
す
る
か
だ
。
一

立
場
で
、
助
け
合
い
励
ま
し
合

「
自
分
の
家
が
火
事
に
な
り
原
足
さ
せ
る
。
そ
し
て
、

一
年
く
毘
士
主
義
手
遜
め
る
た
め
の
情

一
っ
て
運
首
し
て
い
く
と
い
う
。

図
を
調
べ
た
梢
防
署
と
瞥
察
に
ち
い
の
内

γ窪
案
の
骨
格
が
決
契
ム
開
法
を
作
る
蔀
会
を
非
公

一

こ
の
日
、
執
行
委
員
長
に
選

N

ど
こ
に
原
因
が
あ
っ
た
の
ま
る
だ
ろ
う
一
。
何
を
、
ど
の
様
開
に
す
る
と
お
か
し
く
な
る
か
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藤
学
(
精
z
i
l
-
-
ン
シ
ャ
ド
ウ
川

市

動

差

方
便
と
レ
て
い
量
格
猷
需
要
縞
ハ
ガ
キ
の
申
し
込
み

J
ぷ

が

告

を
要
望
曹
と
し
て
毎
草

川

工

吋

札

需
要
号
、
一
二
重

量

購
ふ

容に言
f31uuU
確
揖
女
言
明
い
が
き
出目
立
法
活
p

切
点
目U
昨
日
尋
問

今
M
H

日
制
訂
正
除

機

騒

ウ
ォ
l
ヵ
ー
さ
ん
は
、
初
年
春
分
)
て
全
プ
ロ
グ
ラ
川

オ

ガ

男

覇
を
遇
し
て
き
の
人

(F
A
Xg

、
全
里
山

3
V換
年
は
4
月
羽
田
に
要
望
書
を
提
川
エ
イ
ボ
ン
在
文
化
セ
ン
タ
子
(
法
政
大
)
、
聖
典
子
(
明

離
盤
ナ

題
担
わ
れ
狩
刊
誌
計
割
問
。
h
を
や
の

説
翌
日
同
日
立
1
3
i
B
一
流
額
四
問
団
長
1

時
刊
誌
出
廷
し
計
五
十
一
日
韓
(
腕
品

購

盤

ミ

ェ
ル
タ
l
作
り
に
努
力
。
著
書
き
る
(
言
富
に
語
語
塁
?
.止
F

ふA主んXん川
司

薪

信

x;[[;
，l[;lL;vよP

一

Lhbν
諏
褒
鞠
臨
酸
跡

集

?

だ

宮

注

手

い

。

川

?Y:
シ
三
与
ジJプ(
註
主
社
基
会
人
入
学
君
5
5
2
の
富g3
部
ぎ
吉)ζ』
富
i
裕
詰
草
紀
聖
子

s(
白8同号
)
、
中
2川以多

騨
駐
髄
輯
セ

に目「

(2) 

農
薬
が
検
出
さ
れ
た
輸
入
健
辰

茶
の
情
報
公
開
を
求
め
る
裁
判

で
、
弁
鍍
団
長
を
務
め
、
見
事

勝
訴
。
そ
の
経
遍
と
一
哲
離
を
報

告
し
た
。
九
一
年
五
周
、
毎
日
薪
闘
で

「
東
京
都
立
衛
生
研
究
所
の
調

査
で
、
輸
入
健
康
茶
か
ら
発
が

ん
性
の
あ
る
麗
揖
が
検
出
さ
れ

た
」
と
報
道
さ
れ
た
。
健
康
に

な
り
た
い
た
め
に
飲
む
お
茶
か

色
発
が
ん
性
物
質
が

。
い
っ

た
い
ど
と
の
メ
ー
カ
ー
の
ど
の

商
品
か
色
検
出
さ
れ
た
の
か
と

疑
問
#
持
っ
た
、
自
称
ρ
普
通

の
主
婦
μ
の
胃
木
静
江
さ
ん
が
、

東
京
都
に
情
報
公
開
を
求
め

た
。
し
か
し
、
非
開
示
の
返
事
。

異
織
申
立
で
を
行
っ
た
と
こ
ろ

「健
康
糸
か
ら
ど
の
よ
司丘
陵

葉
が
ど
の
程
度
出
た
か
に
つ
い

て
公
表
す
べ
き
だ
が
、
各
商
品

名
に
つ
い
て
は
公
表
し
な
く
て

い
い
」
と
い
う
都
の
審
査
会
の

決
定
密
が
届
い
た
。
「
ど
の
銘

柄
か
ち
検
出
さ
れ
た
の
か
分
か

ち
な
り
れ
ば
、
私
た
ち
は
壁
抽
出

入
り
の
お
茶
を
飲
み
続
け
さ
せ

ら
れ
る
。
銘
柄
を
発
表
す
る
と

不
男
溢
動
が
起
こ
る
と
か
、
あ

ま
り
に
も
非
公
開
理
由
が
企
業

優
先
で
ひ
ど
か
っ
た
」
た
め
、

青
木
さ
ん
は
東
京
地
読
に
非
開

示
決
定
処
分
取
消
し
宇
且
早
め
る

行
政
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
九
四

年
、
=
一年
八
カ
月
ぶ
り
に
地
裁

は
都
に
非
公
開
決
定
の
取
り
消

し
を
命
じ
る
判
決
を
一言
い
渡
し

た
と
い
う
一
も
の
。

食
品
衛
生
に
関
す
る
情
報
公

開
訴
総
は
初
め
て
で
、

土
生
さ

ん
は
「
商
昂
情
報
は
消
費
者
に

開
示
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
を
示
し
た
非
常
に
意
義
の
あ

る
判
決
で
、
こ
れ
か
同
の
一情
報

公
開
条
例
の
適
用

・
解
釈
に
大

き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思

う
」
と
言
う
。

神
山
さ
ん
は
斡
入
堕
産
物
の

ポ
ス
ト
ハ
l
ベ
ス
ト
や
圏
内
の

残
留
陸
楽
、
食
品
添
加
物
基
準

の
緩
和
に
反
対
す
る
運
動
、
裁

判
に
触
れ
な
が
ら
、
「
闘
う
に

し
て
も
わ
れ
わ
れ
に
は
情
報
が

消
費
者
に
真
の
情
報
を

仁木曜日〉

裁
判
に
も
大
き
く
影
響

る
ま
で
に
な
っ
た
。
い
ま
、
図
る
。

の
七
月
か
ろ
施
行
さ
れ
る
p
L

の
「
情
報
公
開
法
」
宇
奈
め
る
東
京
弁
髄
土
会
で
も
七
回
、

法
(
製
造
物
責
任
)
も
「
推
定

酉
が
大
き
く
な
り
、
情
報
公
開
同
会
の
人
権
憐
趨
委
員
会
、
公
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い

法
に
関
す
る
交
流
会
や
シ
ン
ポ
富

・
環
境
特
別
委
員
会
、
消
費
た
め
、
消
費
者
の
立
証
負
担
が

ツ
ウ
ム
が
次
々
に
開
か
れ
て
い
者
問
題
特
別
妥
員
会
の
三
会
合
重
い
。
情
報
の
公
開
が
行
わ
れ

-
嗣
両
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「消
費
者
な
け
れ
ば
、
真
の
消
賞
者
の
た

四
則
市

・
健
康
情
報
の
公
開
を
求
め
め
の
法
が
確
立
で
き
た
と
は
苫

置
詑

て
」
を
開
い
た
。

え
な
い
」
と
言
い
、
国
の
情
報

闘
茂
開
会
の
挨
拶
を
レ
た
宇
都
宮
公
開
法
の
早
期
実
現
を
求
め
よ

闘
訊

健
児
東
弁
副
会
長
は
、
ァ
メ
リ
う
と
一呼
び
か
け
た
。

聞
堀

カ
合
衆
国
の
消
賞
者
運
動
家
ラ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
れ
ま

E
山

ル
フ

・
ネ
l
ダ
ー
が
来
日
し
た
で
情
報
公
開
の
問
題
に
取
り
組

A
神

崎

言
っ
た
『情
報
は
民
主
士
議
ん
で
来
た
土
生

(は
ぶ
)
照
子

t
一
の
通
貨
で
あ
る
』
の
言
葉
を
紹

さ
ん
、
神
山
芙
恒
子
さ
ん
の
両

b

介
し
「
梢
資
者
運
動
、
民
主
主

弁
明
世
士
、
ア
メ
リ
カ
の
情
報
公

酎
鍍
の
進
展
に
は
情
報
公
開
制
度
開
法
に
詳
し
い
堀
部
政
男
(
一

日

は
不
可
欠
で
あ
る
。
情
報
が
入
橋
大
教
授
)
さ
ん
、
啓
里
栄
一

割
手
で
き
な
い
た
め
主
権
者
で
あ

(総
務
庁
行
政
管
理
局
)
さ
ん

脚
る
夏
が
ど
ん
な
に
不
利
益
を

ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
。

蜘

被
っ
て
い
る
か
」
と
突
、
と
土
生
さ
ん
は
、
昨
年
十一

月、

報情

東
京
弁
護
士
会

の
三
委
合
同
で

1995年 3月 30日

情
契
ム
開
制
度
を
求
め
る
通

勤
が
始
ま
っ
て
約
二
十
年
。
四

十
三
都
道
府
県
、

二
百
八
の
市

区
町
村
が

「情
報
公
開
条
例
」

を
制
定
(
鈍
年
4
月
現
在
)
す

安奇r./'、来.lT1'ifJ国壬~(揖3橿郵恒物認 可 )

忠
魂
碑
ど
け
て
F
・

箕面忠魂碑違憲訴訟を支援する会

問
年
の
歴
史
、が
り
版
か
ら
日
号
ま
で

許
さ
な
い
F
・
戦
死
の
美
化

う
?
と
思
っ
た
と
き
、
裁
判
し

よ
う
と
い
い
出
し
た
の
は
神
坂

哲
、
玲
子
夫
妻
で
あ
る
。
裁
判

に
は
金
が
か
か
る
し
と
尻
ご

み
す
る
人
た
ち
を
「
井
被
土
な

し
で
私
が
や
る
か
ら
金
は
い
ら

な
い
」
と
一
説
得
し
た
の
が
神
坂

哲
さ
ん
。
法
津
の
専
門
家
で
は

な
い
。本
職
は
税
理
士
で
あ
る
。

一
号
が
、
ワ
ラ
半
紙
に
ガ
リ
版

の
手
轡
き
で
発
行
さ
れ
て
い

る
。そ
れ
か
ら
十
九
年
。
ニュ
ー

ス
は
印
刷
と
な
り
、

五
十
六
号

を
数
え
て
い
る
。

「
箕
面
忠
魂
碑
訴
松
」
は
一

連
の
政
教
分
離
訴
訟
の
中
で
も

重
要
で
、
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
訴

訟
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
重
嬰

つ
ぎ
に
訴
訟
を
包
こ
す
が
、
や

が
て
「
忠
魂
碑
」
、

「慰
霊
祭
」

(
宗
教
行
事
で
あ
る
慰
霊
祭
に

教
育
長
が
出
席
し
た
の
は
選

法
)
、
「
遺
族
会
補
助
金
」
(宗

教
団
体
で
あ
る
哩
族
会
に
市
の

金
置
す
の
は
還
法
)
の
三
つ

の
訴
訟
に
ま
と
ま
る
。
さ
ら
に

が
つ
ぎ
つ
ぎ
勝
訴
。

弁
明
岨
土
俵
き
の
裁
判
は
ほ
か

に
も
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
大
き

な
裁
判
で
し
る
っ
と
設
相
で
勝

っ
た
例
は
な
い
と
い
う
。
留
さ

ん
は
税
理
士
の
仕
事
の
合
聞
に

準
備
歯
菌
を
曹
き
つ
づ
け
た
。

一
審
だ
け
で
、
五
十
二
万
字
以

よ
告
審
に
う
つ
っ
て
か
ら
は

し
ろ
っ
と
だ
け
で
は
間
に
あ
わ

ず
弁
護
団
が
で
き
た
が
、

M

総

保
守
化
H

の
進
む
中
、
補
助
金

訴
鉛
は
地
裁
か
ろ
敗
訴。

忠
魂

碑
訴
訟
、
慰
霊
祭
訴
訟
は
高
裁

第 1092号

原
告
も
女
性
ば
か
り
四
人
と

な
っ
た
。
窪
田の
リ
ー
ダ
ー

-

留
さ
ん
実
年
に
ぜ
ん
そ
く
の

発
作
で
急
死
刊
古
川
二
郎
さ
ん

が
九
三
年
に
ガ
ン
の
た
め
死

亡ロ

三
人
が
住
居
移
転
で
箕
面

第 1092号

「
女
た
ち
の
幻
世
紀
」

、新しい市民運動の

発展を期待、し解散

みんなのページです。奮いたいことや、矢口らせたい

ことがあ ったら、どんどん控稿して下さい。

電 話03(3343)1846
編集部 i

FAX 03(3348)1890 

(揖3種郵恒物認可)
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藤
ド
の
容
は
旅
立
ち
の
戸
歪
」
ウ
ヨ
ン

タナ

(中
国
・
円
モ
ン
ゴ
ル
シ
ン
ガ

ー
)
ほ
か
磁
居
申
込
み
完
曽
川
名

手
括
通
訳
、

一時
保
禽
あ
り
申

込
み
問
由
せ
匂
せ
た
が
や
女
雇
セ

ン
タ
ー
・
5
ぷ
ち
す
E
ω
5
4
7

B
・

1
i

0・..i亘子市の「緑と子供を守る市民の会J.o

解
#
軒
っ
た
が
、
こ
れ
を
成
果

と
息
也
か
、
大
妥
協
と
み
る
か

で
市
民
の
意
見
は
二
分
。
会
も

ジ
レ
ン
マ
。

昨
年
ロ
月
の
選
事
で
、
「市

民
の
会
」
抜
き
の
選
挙
で
前

・

沢
市
直
は
破
れ
、
逗
子
市
政
も

大
き
な
転
機
を
迎
え
た
。

「
市
民
の
会
」
も
意
見
の
調

整
が
で
き
な
い
ま
ま
、

H

新
し

い
市
民
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と

と
を
扇
い
つ
つ
H

歴
史
を
閉
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
会
々
長

・
平
山
次
郎
さ
ん

は
「
ロ
年
間
の
全
国
か
ら
の
多

く
の
激
励
に
感
謝
す
る
」
と
一解

散
報
告
号
の
あ
い
さ
つ
を
結
ん

で
い
る
。
。

O 
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今
兎

新鮮な明日へKIRIN

で寸ーー (キリンビ ル力、らのお圃い〉・ピル吋保({!，f..lhi川/，:l'i札， . ，栃I:;nι て(f:~l 'o・ビ ールはや乱〈あっカ勺て〈人引.
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字予
リν

雪去
"‘-E味

いま、費情表現白うまい家綴力、増えてSた。姐子とか佳品、とか描に封

して。仕事や休日や時間に対して。それ勺はニちらがも、を聞かなければ

界再っているL、話しかければよろこんて応えてくれるもの。子供の実閣が

見たかったら、一輯になってはしゃいでみればいい。季節目先と血に感

動したいなら、出かけてuって理呼吸すればいい。新鮮な事勺しって、そ

んな柵極性か勺生まれてくるに遵U伝い。そしてJ 、yビ &一日のピリオれ

D 
株式芸社大京

ll:~?; I:' ~"a 6j; <<792"1 .!.:出入帯化M

・...." ...，..，角 ε古..，鰻

似るところは、愛あるわが家。

〈全員の方にご用意した多彩な特典〉

- ，) 析のマノンヨノt，)制と'十，~悦縦壱泌総した情紺品 J乙ルサーをÆ' Ull眠JI'お附けしょす . 〆

"ゼノグから謝外肱行ð:("ßJf~\ 、今 ;i\ 1.のメ戸、-:，l.'fJートを猪fr¥.t:します ・11UJ.lil~トで"
[[[ライオぷズマンYヲンのリアルタイム情報がfr二人る「ライオyズマシ:.-'J/インフ守メ ノヲノサ ピ
スがご 判J1J \、ただけまサ ・小動停に関守る '1~/，;でる根 I，~に#門家がおこたえします

産翠盟0120-110840

大京友の会・新会員募集中
ライオノズマンンヨノの出街M徹をいちはや〈おFもとに。

いて。



(4 ) 〈木曜日〉

日野市の講座で竹内希衣子(FC T市民のテレビの会)さんが講演

111111111111111111111111111111111111111111111111 

い
ま
や
情
報
源
と
し
て
、
生
活
の
中
に
、
事
¥
入
り
込
ん
だ
テ
レ
ビ
。
し
か
し
、
毎
日
何

川

気
な
く
見
て
い
る
番
組
で
「
何
か
へ
ン
f
・」
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
だ
る
コ
か
。
璽
京一
・
川

日
野
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
三
月
三
目
、
十
日
の
二
回
に
わ
た
り
「
今
、
テ
レ
ビ
の
川

何
が
問
題
な
の
か
」
を
テ
l
マ
に
講
座
を
聞
い
た
。
第
一
回
「
ニ
ュ
ー
ス

・
情
報
番
組
を
川

読
み
取
る
」
と
題
し
た
、
竹
内
希
衣
子

(F
C
T市
民
の
テ
レ
ビ
の
会

・
フ
リ
l
ラ
ン
ス
川

ラ
イ
タ
ー
)
さ
ん
の
話
を
紹
介
し
よ
う
。

川

1995年 3月 30日

視
聴
者
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー

大
い
に
発
言
テ
レ
ビ
変
え
よ
う

講
座
は
女
性
の
視
点
で
、
テ

レ
ビ
番
組
に
メ
ス
を
入
れ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
日

の
参
加
者
は
約
二
十
名
。

竹
内
さ
ん
は
「
視
聴
者
は
テ

レ
ビ
事
業
者
、
番
組
制
作
者
の

対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
」

と
い
う
視
点
か
色
、
番
組
を
分

析
、
調
査
、
テ
レ
ビ
に
関
し
て

発
言
し
て
き
た
F
C
T
の
メ
ン

バ
ー
。
活
動
は
十
七
年
に
な
る
。

「
テ
レ
ビ
を
読
み
取
る
技
術

を
磨
く
」
こ
と
も
、
会
の
活
動

目
標
の
ひ
と
つ
。
ま
ず
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
「
パ
ソ
島
帰
り

の
コ
レ
ラ
騒
動
」
を
報
じ
た
、

T
B
S
「
ニ
ュ
ー
ス
の
森
」
の

ビ
デ
オ
を
二
度
見
て
、
足
り
な

い
、
あ
る
い
は
不
必
要
な
情
報

が
あ
っ
た
か
、
ニ
ュ
ー
ス
を
男
昭
和
天
皇
報
道
、
湾
岸
戦
争
、

て
感
じ
た
こ
と
は
等
、
グ
ル
l
皇
太
子
結
婚
、
最
近
で
は
阪
神

プ
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
大
震
災
を
伝
え
る
各
層
、
各
番

コ
レ
ラ
患
者
の
発
生
数
、
地
組
こ
ぞ
っ
て
の
大
報
道
が
記
憶

域
な
ど
具
体
的
報
告
が
な
か
っ
に
新
し
い
。

た
、
全
体
的
に
取
材
不
足
で
、

F
C
T
で
は
、
こ
れ
ら
の
番

こ
れ
で
は
不
安
感
を
あ
お
る
だ
組
を
録
画
し
、
総
時
間
数
、
内

け
な
ど
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ち
厳
密
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

し
い
意
見
が
出
さ
れ
、
竹
内
さ
皇
太
子
結
婚
報
道
で
は
、
儀
式

ん
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
ニ
ュ

ー

そ
の
も
の
は
一
時
間
足
ら
ず
。

ス
で
も
、
乙
だ
わ
る
と
た
く
さ
な
の
に
、
長
時
閣
の
特
別
番
組

ん
の
こ
と
が
見
え
て
く
る
こ
と
の
中
で
、
同
じ
画
面
が
三
十
数

が
分
か
る
」
と
。
乙
の
あ
と
話
回
繰
り
返
さ
れ
た
。
現
在
、
阪

に

入

っ

た

。

神

大

震

災

の

報

道

を

調

査

し

て

い
ま
各
テ
レ
ビ
閣
で
、
ニ
ュ
い
る
。
「
今
回
の
震
災
は
と
て

l
ス
・
情
報
番
組
が
増
、
え
て
い
も
テ
レ
ビ
で
伝
え
き
れ
る
規
模

る

(
N
H
K
で
全
放
送
の
約
加
の
も
の
で
な
か
っ
た
」
が
、
や

偽
)
。
報
道
の
娯
楽
恒
か
進
み
、
は
り
病
院
の
倒
壊
現
場
な
ど
の

浅
間
山
荘
事
件
を
始
め
と
し
、
同
じ
画
面
が
何
度
も
流
れ
た
。

昔帝 f、来斤慢軒去さ?(第3積郵便物認可)

色
づ
け
ス
パ
イ
ス
に
は
、

赤
に
は
パ
プ
リ
カ
、
黄
色
に

は
タ
l
メ
リ
y
ク
、
サ
フ
ラ

ン
が
あ
り
ま
す
宮
ハ
プ
リ
ヵ
、

タ
l
メ
リ
ッ
ク
は
油
に
よ
く

溶
け
、
サ
フ
ラ
ン
は
水
に
よ

く
溶
け
る
性
質
で
す
。
ま
た
、

で
ん
ぷ
ん
質
に
も
よ
く
色
が

つ
き
ま
す
。
タ
1
メ
リ
ッ
ク

を
使
っ
て
、
パ
ス
タ
、
ご
飯

類
の
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま

~
A
N
掛
践し
よ
う
。
〈
中
華
お
こ
わ
》

【
材
料
】

(4
人
分
)

も
ち
米

・2
c、
白
米
・:

l
c、
干
し
椎
茸
・:
4
枚、

に
ん
じ
ん
・
:
小
l
本
、
焼
き

豚
・:
剛
g
、
ゆ
で
笥

:-m

g
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
:
・大

さ
じ
2
、
絹
さ
や
・:
適
宣

A
U
醤
油
・
・・
大
さ
じ

2
、

塩
:
小
さ
じ
弘
、
老
酒
・:大

斜町、

さ
じ
l
、
み
り
ん
:・
大
さ
じ

l
、
椎
茸
の
も
ど
し
汁
と
水

・:捌

ω
、
砂
糖
・:
小
さ
じ
l

ス
パ
イ
ス
H
(タ
1
メ
リ

ッ
ク
・
:
小
さ
じ
見
、
五
香
粉

:・
小
さ
じ
l
/
8〉
、
サ
ラ

ダ
油
・:
小
さ
じ
2
、
ご
ま
油

・大
さ
じ
l

第 1092号

【
下
ご
し
、
り
え
】

@
も
ち
米
と
白
米
を
合
わ

せ
、
炊
く
1
時
間
前
に
洗
っ

て
水
気
を
切
っ
て
お
く
。

@
干
し
縫
一
貫
を
水
に
つ
切

で
も
ど
し
、
い
し
づ
き
を
取

り
、
細
の
目
切
り
に
す
る
。

@
笥
は
さ
っ
と
熱
湯
に
く

惨 165~
中華おこわでのできあがり

ぐ
ら
せ
、
焼
き
豚
、
に
ん
じ

ん
と
と
も
に
細
の
目
切
り
に

す
る
。③
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
絹

さ
や
は
茄
で
、
絹
さ
や
は
千

切
り
に
す
る
。

【
作
り
方
】

①
中
華
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
、

ご
ま
油
を
熱
し
、
@
、
@
の

材
料
と
五
香
粉
を
入
れ
よ
く

妙
め
、
全
体
に
油
が
回
っ
た

ろ
③
の
米
と
タ
l
メ
リ
ッ
ク

鈴
木
陽
子

U
2
0
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
%
Z
2
2
2
2
5
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
6
Z
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
%出
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
z
z

ポ
l
タ
l
を
送
り
込
む
の
で
、
「
女
性
と
テ
レ
ビ
」
で
は
、
一
著
者
に
よ
る
「
老
い
」
を
め
ぐ
作
家
と
期
待
し
た
森
曙
子
さ
ん
先
す
る
た
め
に
、
有
料
老
人
ホ
か
れ
た
り
し
た
が
、
そ
の
妻
美

混
乱
を
招
く
の
だ
」
と
。
女
性
の
幸
福
観
、
美
窓
識
な
ど
一

、

1
1
1
1
d
z

・

る
対
談
集
の
再
刊
で
あ
る
。
箸
は
、
九
三
年
に
亡
く
な
っ
て
し

l
ム
に
入
っ
た
学
者
の
シ
ニ
ア
奈
子
の
こ
と
を
知
る
人
は
少

乙
の
ほ
か
、
日
本
の
テ
レ
ビ
に
相
変
わ
ら
ず
N

固
定
的
表
現
μ

二
芋
q
医

そ

者
も
初
怒
ら
四
年
経
っ
た
今
ま
っ
た
が
、
ェ
ミ
リ
l
・
エ
イ
ハ
ウ
ス

・
ラ
イ
フ
が
聞
け
る
。
ぃ
。
透
谷
の
妻
が
こ
ん
な
に
自

の
特
徴
と
し
て
、
映
像
信
仰
が
見
ら
れ
る
。
女
性
の
視
点
を
一

叫

'
A
M

四
十
代
後
半
に
入
っ
た
と
あ
る
ベ
ル
さ
ん
と
は
ア
メ
リ
カ
と
日
箸
者
の
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
立
し
た
骨
太
の
女
性
だ
っ
た
の

つ
絵
た
な
ら
な
け
れ
ば
ニ
ュ
活
か
し
た
番
組
を
作
る
た
め
に
一

で

'
'
M
1
4
7

が
、
ュ
-
丁
ク
な
対
談
相
手
を
本
の
老
後
の
違
い
を
、
吉
贋
紀
も
楽
し
み
に
さ
せ
る
読
み
物
。
か
、
と
感
嘆
す
る
。

ー
ス
に
な
り
に
く
い
)
や
、
感
は
、
現
場
に
女
性
を
登
用
す
る
一

f
f

川
ー
し
vv、

選
ん
で
未
知
の
経
験
の
領
域
を
代
子
さ
ん
と
は
「
自
分
の
生
き
(
陽
)
(
三
省
筆
千
四
百
円
)
石
阪
美
奈
子
は
現
在
の
町
田

情

的

な

リ

ポ

ー

ト

。

ま

た

、

大

と

と

が

急

務

で

あ

る

こ

と

は

言

一

「

探

検

」

し

て

読

ま

せ

る

。

死

に

に

、

自

分

の

手

で

結

束

を

市

に

生

ま

れ

た

。

父

は

名

家

で

き
な
問
題
と
し
て
「
視
聴
率
至
う
ま
で
も
な
い
。
一

「

叩

才

か

ら

の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
家
の
つ
り
誇
れ
ば
な
ら
な
い
」
シ

「
透
火
口
の
妻
」

一
時
は
民
権
運
動
の
リ
1
ダ

主
義
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
「
視
聴
者
が
、
テ
レ
ビ
の
受
一

老

い

の

探

検

学

」

関
沢
英
彦
さ
ん
と
は
、
団
事
ン
ン
グ
ル
の
老
後
を
語
る
。

石
阪
美
那
子
の
生
涯

1
0
美
奈
子
は
小
学
校
室
で

き
る
。
「
グ
誤
差
H

の

範

囲

内

け

手

で

は

な

く

、

パ

ー

ト

ナ

ー

一

ル

パ

l
は
暗
い
ば
か
り
の
老
後
老
婚
斡
旋
の
会
を
作
っ
た
和

江
刺
昭
子
著

か
ら
和
漢
学
を
修
め
さ
ら
に
横

の
視
聴
事
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
と
し
て
反
応
、
童
書
っ
て
一

上
野
千
鶴
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
だ
ろ
う
多
量
一
さ
ん
に
は
「
別
居
伴

μ;IJIve-
浜
の
共
立
女
学
校
で
英
語
を
学

に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
と
と
ろ
い
く
こ
と
で
番
組
が
変
わ
る
。
一
れ
ぶ
れ
れ
七
J

と
同
世
代
同
士
で
語
り
合
う
。
侶
」
の
提
唱
を
、
日
本
の
老
人
叫
:
警
務

"

び
さ
ち
に
女
子
学
院
で
と
当

が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
視
と
き
に
は
ほ
め
て
励
ま
す
乙
と
一

三

守

u
?

樋
口
恵
子
さ
ん
と
は
漏
れ
稽
病
棟
の
実
態
を
ル
ポ
し
た
大
熊
総
鰯
機
麟
縁
綴

J
…

時
珍
し
い
学
聞
を
修
め
、
透
谷

聴
者
側
室
、
豊
だ
け
で
も
大
事
だ
o
互
い
が
良
い
関
係
一

部

議

事

:

震

の

傾

向

と

対

策

」

を

。

一

夫

さ

ん

に

は

北

欧

の

老

人

像

議

議

と

大

恋

ち

結

婚

。
美
奈

Z

番
組
作
り
を
し
な
い
で
と
訴
え
の
中
で
、
視
聴
率
と
は
別
の
価
一

番

?

哨

十
年
余
に
わ
た
る
「
高
齢
社
会
を
聞
く
。
そ
し
て
最
重
は
、
¥
仁
機
関

L
方
が
三
歳
年
上
だ
っ
た
。
そ
の

か
け
て
い
乙
う
」
と
言
う
。
値
観
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
一
・
1
2
1
1
1
1
1
1

を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
の
活
『
源
氏
物
語
巴
の
研
究
者
で
あ
生
誕
百
年
と
い
う
こ
と
で
、
後
わ
ず
か
五
年
半
で
透
谷
自

い
」
と
話
し
た
。
一
本
曹
は
、
選
醤
刊
行
ま
で
に
動
を
会
話
を
通
し
て
紹
介
も
。
る
清
水
好
子
さ
ん
。
引
退
の
た
北
村
透
谷
の
と
と
は
、
昨
年
大
殺
。

一
五
刷

・
=
一
万
部
が
出
た
と
い
う
著
者
が
女
の
老
い
を
寄
り
る
め
で
な
く
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
優
い
に
論
じ
ち
れ
た
り
、
本
に
醤
普
通
の
女
な
ら
こ
こ
で
人
生

==三=三=三三========三三三三三========三==一三一三一三==一三==三ZE--====三三====三三=三三三===一三町一

終
わ
り
、
だ
ろ
つ
が
、
な
ん
と

川
修
農
協
働
移
機
務
機
級
協
物
客
守
一
一
主
計
紅
白
十
円

以
際
貌
多
多
須
貌
観
勉
物
多
フ
山
崎
げ
に
作
品
Zu--村山γけ一
九
九
叩

川…
酬

川

棚

剛

叫

酬

四
月
=
百
か
ら
情
報
パ
ラ
エ
を
、
具
体
的
に
紹
介
し
ま

Z
?と
い
う
発
想
。
リ
サ
イ
ク
あ
な
た
か
ら
の
情
報
、
ア
イ
デ
川
一
デ
フ
ア
イ
ア
ン
ス
カ
レ
ッ
ジ
、
き
方
だ
っ
た
。

点

。

乙

の

時

期

こ

そ

「

夫

婦

の

て

く

る

。

川
棚

淵

酬

剛

剛

一
ア
ィ
番
組
「
3
時
ョ
こ
い
f
」

l
l

ル
け
ち
コ
ン
テ
ス
ト
、
変
な
ヱ
ィ
ア
を
待
っ
て
い
ま
す
。
テ

l
rシ
カ
ゴ
大
学
で
号
、
修
士
号
石
恒
美
奈
子
の
本
格
的
望
新
し
い
関
係
を
再
構
築
す
る
と
本
書
に
収
録
し
た
エ

ッ
セ
イ

川
酬
酬
剛
山
山
山
川
剛
酬

〔月
l
金

日

時
l
凶
時
)
が
ま
ず
、
司
会
は
向
坂
樹
興
(
フ
夫
の
家
、
散
ら
か
っ
た
家
コ
ン
マ
は
「
激
安
情
報
」
「
生
活
の
川
一
を
得
て
い
る
。
は
初
め
て
だ
が
、
資
料
を
丹
念
き
」
と
著
者
は
説
く
。
だ
が
、
は
、
新
聞
や
雑
誌
に
奮
い
た
も

川
酬

剛

州

側

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
)
と
寺
田
理
恵
テ
ス
ト
な
ど
と
い
う
愉
快
な
知
恵
袋
」
「
コ
レ
流
行
っ
て
ま
川
一
帰
国
し
て
か
ら
は
豊
島
師
に
た
ど
っ
た
冷
静
な
記
述
で
、
四
十
代
は
忠
実
ぜ
わ
し
く
の
に
一
部
手
を
い
れ
た
も
の
で

川
棚

馴

附

門

川

棚

ワ
イ
ド
番
組
で
す
が
脱
ワ
イ
子
(
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
、
現
も
の
も
飛
白
山
し
ま
す
。

す

/」
「
健
康
の
知
雲
」
「
私
、
川
一
範
、
第
八
高
女
で
英
語
を
妻
、
説
得
力
が
あ
る
。
(
枝
)
(
白
面
倒
な
こ
と
は
先
送
り
し
が
ち
著
者
自
身
の
家
族
と
の
か
か
わ

川
酬

馴

州

刑

酬

ド
シ
ョ

l
、
脱
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
。
在
フ
リ
1
)
。

口

コ

ミ

情

報

は

、

視

聴

者

か

ダ

マ

さ

れ

ま

し

た

f
」
(
悪
徳
川
一
一
九
主
年
(
昭
6
)
定
年
で
本
エ
デ
ィ
タ
l
ス
ク
ー
ル
出
版
だ
。
し
か
し
五
十
代
、
六
十
代
り
を
雪
返
つ
て
の
警
も
多

川

州
酬
伊
脈
州
川
恥

を
加
え
、
ざ
つ
く
り
と
妙
め

合
わ
せ
て
お
く
。

②
炊
飯
器
に
①
を
入
れ
、

A
の
調
味
料
を
注
ぎ
、
ひ
と

混
ぜ
し
て
普
通
に
炊
く
。

③
炊
き
上
が
っ
た
ら
グ
リ

ー
ン
ピ
ー
ス
を
加
え
て
混

ぜ
、
器
に
盛
り
絹
さ
や
を
散

ら
す
。(ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
黄
色
の
色
合
い
は
、
タ
l

メ
リ
y

ク
の
毘
で
加
減
し
ま

す
。
濃
く
し
た
い
時
は
、
タ
ー

メ
リ
y

ク
の
置
を
少
し
増
や

す
く
ら
い
で
い
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
ご
飯
の
異
を
り

ん
E
、
ブ
ル
l
ン
に
変
え
て

も
、
オ
ツ
な
味
に
な
り
ま
す
。

お
も
て
な
し
料
理
に
最
適
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
引
科
学
研
宮
町
/
料
理
指
導

.園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス
ト

.
細
田
貞
一

)

※
次
号
か
ら
は
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
の
掲
載
で
す
。

ー
編
集
部

女
の
目
で
視
る

こ
の
映
画
は
、
人
生
と
い
う

自
分
探
し
の
旅
で
出
会
っ
た
二

人
の
女
性
を
め
ぐ
る
物
語
だ
。

カ
ミ
l
ラ
を
演
じ
た
ジ
ェ
シ
カ

・
タ
ン
デ
ィ
(
昨
年
、
回
歳
で

死
去
)
は
「
人
生
の
最
後
ま
で

生
き
生
き
し
て
い
る
年
寄
り
の

役
を
選
ん
で
出
演
し
て
い
る
」

と
話
し
、
こ
の
出
演
を
喜
ん
で

引
き
受
け
た
と
い
う
。

カ
ミ
l
ラ
は
八
十
歳
。
昔
は

世
界
を
と
び
回
っ
た
と
語
る
ゲ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
ア
メ
リ
カ

-
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
ピ
1

ボ
島

に
息
子
と
住
ん
で
い
る
。
そ
の

隣
の
コ
テ
l
ジ
を
夏
の
間
、
若

夫
婦
が
借
り
た
。
妻
の
フ
リ
ー

ダ
は
ロ
ッ
ク
・
ア
ー
チ
ス
ト
を

め
ざ
し
て
い
る
が
、
画
家
を
あ

き
ら
め
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

っ
た
夫
に
「
君
の
音
楽
は
趣
味

に
す
ぎ
な
い
」
と
言
わ
れ
、
自

信
を
失
い
か
け
て
い
る
。

カ
ミ
l
ラ
の
恵
子
と
フ
リ
ー

ダ
の
夫
は
仕
事
で
結
び
つ
き
、

お
ん
な
二
人
は
音
楽
へ
の
共
通

な
思
い
で
親
し
く
な
る
。
あ
る

日
、
自
作
の
歌
を
け
な
さ
れ
た

と
し
ょ
げ
る
フ
リ
ー
ダ
に
、
カ

ミ
l
ラ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
職
人

の
悲
人
を
息
子
の
た
め
に
思
い

と
ど
ま
っ
た
過
去
を
話
し
、
二

人
は
男
た
ち
に
は
黙
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
も
わ
く
を
秘
め
た

旅
に
出
る
。
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン

ト
の
或
る
劇
場
ま
で
、
ア
ラ
ー

ム
ス
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
」
を
聞
き
に
行
く
の
だ
。

ラ
ス
ト
で
カ
ミ
I
ラ
は
、
自

分
の
成
功
物
語
は
嘘
だ
っ
た
と

フ
リ
ー
ダ
に
謝
る
が
、
「
ま
だ

血
の
た
ぎ
る
よ
う
な
ア
ラ
ー
ム

ス
が
弾
り
る
か
し
ら
」
と
フ
リ

ー
ダ
に
言
い
残
し
、
再
会
し
た

恋
人
と
共
に
去
っ
て
行
く
。
夢

を
あ
き
ら
め
ず
、
一
歩
踏
み
出

し
た
カ
ミ
l
ラ
と
過
ご
し
た

夏
、
フ
リ
ー
ダ
も
音
楽
へ
の
自

信
を
取
り
戻
し
て
い
た
。

老
い
て
な
お
、
若
い
世
代
を

力
づ
け
る
存
在
は
、
と
て
も
い

'v
 

老
い
て
な
お
若
者
を
力
づ
け
る
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同
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出

V
永
瀬
照
子
版
画
展

(い
ま
)
を
生
き
る

l
日
出
1
6日
出
叩
時
i
凶

ブ
ラ
ジ
ル
の
券
⑤

三
日
ば
か
り
休
み
が
と
れ

た
の
で
、
ク
ソ
チ
パ
か
ら
三

時
間
ほ
ど
で
斤
け
る
パ

1
ハ

.
ベ
l
リ
ヤ
と
い
う
海
岸
へ

行
っ
て
み
た
。
友
達
が
住
ん

で
い
て
、
そ
こ
で
お
昼
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
が
、
魚
の

フ
ラ
イ
が
出
て
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
の
で
「
乙
れ
は
な

ん
と
い
う
魚
?
」
と
聞
い
た

A
4
「
カ
ソ
ン

・
マ
ル
テ
ロ
(撞

木
ザ
メ
)
」
と
い
わ
れ
ギ
ョ
ッ

と
し
た
。
撞
木
ザ
メ
の
グ
ロ
テ
ス
ク

な
姿
は
画
な
ど
で
よ
く
見
る

が
、
食
べ
ら
れ
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
沿
岸

で
よ
く
見
ち
れ
、
そ
の
肝
油

は
タ
ラ
の
四
十
倍
の
ビ
タ
ミ

ン
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
行
く
と
と

ろ
行
く
と
こ
ろ
、
変
わ
っ
た

珍
し
い
魚
が
食
べ
ら
れ
る
の

で
面
白
い
。
こ
の
と
き
の
お

昼
の
サ
ラ
ダ
に
、
マ
リ
ス
コ

(
貝
)
が
入
っ
て
い
た
。
小

さ
い
、
「
シ
ジ
ミ
」
の
よ
う

な
貝
で
あ
る
。
マ
リ
ス
コ
入

り
サ
ラ
ダ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で

も
よ
く
み
か
け
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
よ
く
あ

り
、
人
気
の
あ
る
の
は
、
「
カ

ス
カ
・
デ
シ
リ
(
カ
ニ
の

皿
)
」
。
大
き
い
買
が
ら
の

中
に
、
カ
ニ
の
肉
と
、
細
か

く
切
っ
た
玉
ネ
ギ
、
ト
マ
ト

な
ど
が
細
か
く
切
ら
れ
、
お

酢
で
味
が
つ
い
て
い
る
も
の

が
詰
め
て
あ
る
。

海
岸
へ
{
タ
¥
と
、
レ
ス
ト

29会
ごdE

ラ
ン
の
料
理
は
大
て
い
魚

だ
。
七
ド
ル
く
ら
い
。
エ
ビ

は
大
変
値
段
が
高
い
。
十
二

ド
ル
も
す
る
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
は
ナ
マ
の
エ
ビ
が
一

J
三
十
一
一
一
ド
ル
も
す
る
そ
う

で
、
(
肉
な
ち
上
肉
キ
ロ
九
ド
ル
)

こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
気
軽
に

食
べ
ち
れ
な
い
。

私
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
来
て
三

十
五
年
に
な
る
が
、
魚
で
不

自
由
を
し
た
覚
、
え
は
な
い
。

大
て
い
な
ん
で
も
あ
る
。
唯

て
食
べ
ら
れ
な
い
魚
は
サ

ケ
で
あ
る
。
サ
ケ
は
北
半
球

の
魚
な
の
だ
。
日
本
に
い
る

と
ろ
、
サ
ケ
が
大
好
物
で
毎

日
食
べ
て
い
た
の
に
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
来
て
か
色
、
食
べ
た

乙
と
は
た
だ
の
一
回
f

あ
る
こ
と
は
あ
る
の
だ

が
、
な
に
し
ろ
珍
し
い
も
の

で
高
い
か
ら
、
町
の
魚
屋
で

は
売
っ
て
い
な
い
。
オ
ス
ト

ラ
(
カ
キ
)
も
、
手
に
入
れ

る
の
は
む
ず
か
し
い
。
大
変

値
段
が
高
く

(
J
m
Jは
す

る
)
、
一
般
市
民
の
口
に
入

ち
な
い
の
で
、
町
の
魚
屋
に

は
置
い
て
な
い
の
で
あ
る
。

(斎
藤
美
代
子
)

H
乙
の
項
終
わ
り

|盟国EtkFel
魚を天ぷらにするとき
魚の天ぷらは油がはねやす
い。これは魚の水分が残ってい

るから。衣をつける前に布巾で

ていねいに水気を切る。イカの

水はねが搬しいのは二枚皮があ

り二枚目の皮がはぎにくいか
ら。熱湯にサッとくぐらせ、布

巾でゴシゴシ三する。エビは尾

の聞に水をためているので尾の

先鰯を切り、包丁の背で尾をし

といて水を押し出す。

(社)大日本水産会・

おさかな普及協議会

(4 ) 〈木曜日〉

日野市の講座で竹内希衣子(FC T市民のテレビの会)さんが講演

111111111111111111111111111111111111111111111111 

い
ま
や
情
報
源
と
し
て
、
生
活
の
中
に
、
事
¥
入
り
込
ん
だ
テ
レ
ビ
。
し
か
し
、
毎
日
何

川

気
な
く
見
て
い
る
番
組
で
「
何
か
へ
ン
f
・」
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
だ
る
コ
か
。
璽
京一
・
川

日
野
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
三
月
三
目
、
十
日
の
二
回
に
わ
た
り
「
今
、
テ
レ
ビ
の
川

何
が
問
題
な
の
か
」
を
テ
l
マ
に
講
座
を
聞
い
た
。
第
一
回
「
ニ
ュ
ー
ス

・
情
報
番
組
を
川

読
み
取
る
」
と
題
し
た
、
竹
内
希
衣
子

(F
C
T市
民
の
テ
レ
ビ
の
会

・
フ
リ
l
ラ
ン
ス
川

ラ
イ
タ
ー
)
さ
ん
の
話
を
紹
介
し
よ
う
。

川

1995年 3月 30日

視
聴
者
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー

大
い
に
発
言
テ
レ
ビ
変
え
よ
う

講
座
は
女
性
の
視
点
で
、
テ

レ
ビ
番
組
に
メ
ス
を
入
れ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
日

の
参
加
者
は
約
二
十
名
。

竹
内
さ
ん
は
「
視
聴
者
は
テ

レ
ビ
事
業
者
、
番
組
制
作
者
の

対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
」

と
い
う
視
点
か
色
、
番
組
を
分

析
、
調
査
、
テ
レ
ビ
に
関
し
て

発
言
し
て
き
た
F
C
T
の
メ
ン

バ
ー
。
活
動
は
十
七
年
に
な
る
。

「
テ
レ
ビ
を
読
み
取
る
技
術

を
磨
く
」
こ
と
も
、
会
の
活
動

目
標
の
ひ
と
つ
。
ま
ず
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
「
パ
ソ
島
帰
り

の
コ
レ
ラ
騒
動
」
を
報
じ
た
、

T
B
S
「
ニ
ュ
ー
ス
の
森
」
の

ビ
デ
オ
を
二
度
見
て
、
足
り
な

い
、
あ
る
い
は
不
必
要
な
情
報

が
あ
っ
た
か
、
ニ
ュ
ー
ス
を
男
昭
和
天
皇
報
道
、
湾
岸
戦
争
、

て
感
じ
た
こ
と
は
等
、
グ
ル
l
皇
太
子
結
婚
、
最
近
で
は
阪
神

プ
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
大
震
災
を
伝
え
る
各
層
、
各
番

コ
レ
ラ
患
者
の
発
生
数
、
地
組
こ
ぞ
っ
て
の
大
報
道
が
記
憶

域
な
ど
具
体
的
報
告
が
な
か
っ
に
新
し
い
。

た
、
全
体
的
に
取
材
不
足
で
、

F
C
T
で
は
、
こ
れ
ら
の
番

こ
れ
で
は
不
安
感
を
あ
お
る
だ
組
を
録
画
し
、
総
時
間
数
、
内

け
な
ど
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ち
厳
密
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

し
い
意
見
が
出
さ
れ
、
竹
内
さ
皇
太
子
結
婚
報
道
で
は
、
儀
式

ん
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
ニ
ュ

ー

そ
の
も
の
は
一
時
間
足
ら
ず
。

ス
で
も
、
乙
だ
わ
る
と
た
く
さ
な
の
に
、
長
時
閣
の
特
別
番
組

ん
の
こ
と
が
見
え
て
く
る
こ
と
の
中
で
、
同
じ
画
面
が
三
十
数

が
分
か
る
」
と
。
乙
の
あ
と
話
回
繰
り
返
さ
れ
た
。
現
在
、
阪

に

入

っ

た

。

神

大

震

災

の

報

道

を

調

査

し

て

い
ま
各
テ
レ
ビ
閣
で
、
ニ
ュ
い
る
。
「
今
回
の
震
災
は
と
て

l
ス
・
情
報
番
組
が
増
、
え
て
い
も
テ
レ
ビ
で
伝
え
き
れ
る
規
模

る

(
N
H
K
で
全
放
送
の
約
加
の
も
の
で
な
か
っ
た
」
が
、
や

偽
)
。
報
道
の
娯
楽
恒
か
進
み
、
は
り
病
院
の
倒
壊
現
場
な
ど
の

浅
間
山
荘
事
件
を
始
め
と
し
、
同
じ
画
面
が
何
度
も
流
れ
た
。

昔帝 f、来斤慢軒去さ?(第3積郵便物認可)

色
づ
け
ス
パ
イ
ス
に
は
、

赤
に
は
パ
プ
リ
カ
、
黄
色
に

は
タ
l
メ
リ
y
ク
、
サ
フ
ラ

ン
が
あ
り
ま
す
宮
ハ
プ
リ
ヵ
、

タ
l
メ
リ
ッ
ク
は
油
に
よ
く

溶
け
、
サ
フ
ラ
ン
は
水
に
よ

く
溶
け
る
性
質
で
す
。
ま
た
、

で
ん
ぷ
ん
質
に
も
よ
く
色
が

つ
き
ま
す
。
タ
1
メ
リ
ッ
ク

を
使
っ
て
、
パ
ス
タ
、
ご
飯

類
の
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま

~
A
N
掛
践し
よ
う
。
〈
中
華
お
こ
わ
》

【
材
料
】

(4
人
分
)

も
ち
米

・2
c、
白
米
・:

l
c、
干
し
椎
茸
・:
4
枚、

に
ん
じ
ん
・
:
小
l
本
、
焼
き

豚
・:
剛
g
、
ゆ
で
笥

:-m

g
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
:
・大

さ
じ
2
、
絹
さ
や
・:
適
宣

A
U
醤
油
・
・・
大
さ
じ

2
、

塩
:
小
さ
じ
弘
、
老
酒
・:大

斜町、

さ
じ
l
、
み
り
ん
:・
大
さ
じ

l
、
椎
茸
の
も
ど
し
汁
と
水

・:捌

ω
、
砂
糖
・:
小
さ
じ
l

ス
パ
イ
ス
H
(タ
1
メ
リ

ッ
ク
・
:
小
さ
じ
見
、
五
香
粉

:・
小
さ
じ
l
/
8〉
、
サ
ラ

ダ
油
・:
小
さ
じ
2
、
ご
ま
油

・大
さ
じ
l

第 1092号

【
下
ご
し
、
り
え
】

@
も
ち
米
と
白
米
を
合
わ

せ
、
炊
く
1
時
間
前
に
洗
っ

て
水
気
を
切
っ
て
お
く
。

@
干
し
縫
一
貫
を
水
に
つ
切

で
も
ど
し
、
い
し
づ
き
を
取

り
、
細
の
目
切
り
に
す
る
。

@
笥
は
さ
っ
と
熱
湯
に
く

惨 165~
中華おこわでのできあがり

ぐ
ら
せ
、
焼
き
豚
、
に
ん
じ

ん
と
と
も
に
細
の
目
切
り
に

す
る
。③
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
絹

さ
や
は
茄
で
、
絹
さ
や
は
千

切
り
に
す
る
。

【
作
り
方
】

①
中
華
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
、

ご
ま
油
を
熱
し
、
@
、
@
の

材
料
と
五
香
粉
を
入
れ
よ
く

妙
め
、
全
体
に
油
が
回
っ
た

ろ
③
の
米
と
タ
l
メ
リ
ッ
ク

鈴
木
陽
子

U
2
0
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
%
Z
2
2
2
2
5
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
6
Z
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
%出
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
z
z

ポ
l
タ
l
を
送
り
込
む
の
で
、
「
女
性
と
テ
レ
ビ
」
で
は
、
一
著
者
に
よ
る
「
老
い
」
を
め
ぐ
作
家
と
期
待
し
た
森
曙
子
さ
ん
先
す
る
た
め
に
、
有
料
老
人
ホ
か
れ
た
り
し
た
が
、
そ
の
妻
美

混
乱
を
招
く
の
だ
」
と
。
女
性
の
幸
福
観
、
美
窓
識
な
ど
一

、

1
1
1
1
d
z

・

る
対
談
集
の
再
刊
で
あ
る
。
箸
は
、
九
三
年
に
亡
く
な
っ
て
し

l
ム
に
入
っ
た
学
者
の
シ
ニ
ア
奈
子
の
こ
と
を
知
る
人
は
少

乙
の
ほ
か
、
日
本
の
テ
レ
ビ
に
相
変
わ
ら
ず
N

固
定
的
表
現
μ

二
芋
q
医

そ

者
も
初
怒
ら
四
年
経
っ
た
今
ま
っ
た
が
、
ェ
ミ
リ
l
・
エ
イ
ハ
ウ
ス

・
ラ
イ
フ
が
聞
け
る
。
ぃ
。
透
谷
の
妻
が
こ
ん
な
に
自

の
特
徴
と
し
て
、
映
像
信
仰
が
見
ら
れ
る
。
女
性
の
視
点
を
一

叫

'
A
M

四
十
代
後
半
に
入
っ
た
と
あ
る
ベ
ル
さ
ん
と
は
ア
メ
リ
カ
と
日
箸
者
の
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
立
し
た
骨
太
の
女
性
だ
っ
た
の

つ
絵
た
な
ら
な
け
れ
ば
ニ
ュ
活
か
し
た
番
組
を
作
る
た
め
に
一

で

'
'
M
1
4
7

が
、
ュ
-
丁
ク
な
対
談
相
手
を
本
の
老
後
の
違
い
を
、
吉
贋
紀
も
楽
し
み
に
さ
せ
る
読
み
物
。
か
、
と
感
嘆
す
る
。

ー
ス
に
な
り
に
く
い
)
や
、
感
は
、
現
場
に
女
性
を
登
用
す
る
一

f
f

川
ー
し
vv、

選
ん
で
未
知
の
経
験
の
領
域
を
代
子
さ
ん
と
は
「
自
分
の
生
き
(
陽
)
(
三
省
筆
千
四
百
円
)
石
阪
美
奈
子
は
現
在
の
町
田

情

的

な

リ

ポ

ー

ト

。

ま

た

、

大

と

と

が

急

務

で

あ

る

こ

と

は

言

一

「

探

検

」

し

て

読

ま

せ

る

。

死

に

に

、

自

分

の

手

で

結

束

を

市

に

生

ま

れ

た

。

父

は

名

家

で

き
な
問
題
と
し
て
「
視
聴
率
至
う
ま
で
も
な
い
。
一

「

叩

才

か

ら

の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
家
の
つ
り
誇
れ
ば
な
ら
な
い
」
シ

「
透
火
口
の
妻
」

一
時
は
民
権
運
動
の
リ
1
ダ

主
義
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
「
視
聴
者
が
、
テ
レ
ビ
の
受
一

老

い

の

探

検

学

」

関
沢
英
彦
さ
ん
と
は
、
団
事
ン
ン
グ
ル
の
老
後
を
語
る
。

石
阪
美
那
子
の
生
涯

1
0
美
奈
子
は
小
学
校
室
で

き
る
。
「
グ
誤
差
H

の

範

囲

内

け

手

で

は

な

く

、

パ

ー

ト

ナ

ー

一

ル

パ

l
は
暗
い
ば
か
り
の
老
後
老
婚
斡
旋
の
会
を
作
っ
た
和

江
刺
昭
子
著

か
ら
和
漢
学
を
修
め
さ
ら
に
横

の
視
聴
事
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
と
し
て
反
応
、
童
書
っ
て
一

上
野
千
鶴
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
だ
ろ
う
多
量
一
さ
ん
に
は
「
別
居
伴

μ;IJIve-
浜
の
共
立
女
学
校
で
英
語
を
学

に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
と
と
ろ
い
く
こ
と
で
番
組
が
変
わ
る
。
一
れ
ぶ
れ
れ
七
J

と
同
世
代
同
士
で
語
り
合
う
。
侶
」
の
提
唱
を
、
日
本
の
老
人
叫
:
警
務

"

び
さ
ち
に
女
子
学
院
で
と
当

が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
視
と
き
に
は
ほ
め
て
励
ま
す
乙
と
一

三

守

u
?

樋
口
恵
子
さ
ん
と
は
漏
れ
稽
病
棟
の
実
態
を
ル
ポ
し
た
大
熊
総
鰯
機
麟
縁
綴

J
…

時
珍
し
い
学
聞
を
修
め
、
透
谷

聴
者
側
室
、
豊
だ
け
で
も
大
事
だ
o
互
い
が
良
い
関
係
一

部

議

事

:

震

の

傾

向

と

対

策

」

を

。

一

夫

さ

ん

に

は

北

欧

の

老

人

像

議

議

と

大

恋

ち

結

婚

。
美
奈

Z

番
組
作
り
を
し
な
い
で
と
訴
え
の
中
で
、
視
聴
率
と
は
別
の
価
一

番

?

哨

十
年
余
に
わ
た
る
「
高
齢
社
会
を
聞
く
。
そ
し
て
最
重
は
、
¥
仁
機
関

L
方
が
三
歳
年
上
だ
っ
た
。
そ
の

か
け
て
い
乙
う
」
と
言
う
。
値
観
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
一
・
1
2
1
1
1
1
1
1

を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
の
活
『
源
氏
物
語
巴
の
研
究
者
で
あ
生
誕
百
年
と
い
う
こ
と
で
、
後
わ
ず
か
五
年
半
で
透
谷
自

い
」
と
話
し
た
。
一
本
曹
は
、
選
醤
刊
行
ま
で
に
動
を
会
話
を
通
し
て
紹
介
も
。
る
清
水
好
子
さ
ん
。
引
退
の
た
北
村
透
谷
の
と
と
は
、
昨
年
大
殺
。

一
五
刷

・
=
一
万
部
が
出
た
と
い
う
著
者
が
女
の
老
い
を
寄
り
る
め
で
な
く
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
優
い
に
論
じ
ち
れ
た
り
、
本
に
醤
普
通
の
女
な
ら
こ
こ
で
人
生

==三=三=三三========三三三三三========三==一三一三一三==一三==三ZE--====三三====三三=三三三===一三町一

終
わ
り
、
だ
ろ
つ
が
、
な
ん
と

川
修
農
協
働
移
機
務
機
級
協
物
客
守
一
一
主
計
紅
白
十
円

以
際
貌
多
多
須
貌
観
勉
物
多
フ
山
崎
げ
に
作
品
Zu--村山γけ一
九
九
叩

川…
酬

川

棚

剛

叫

酬

四
月
=
百
か
ら
情
報
パ
ラ
エ
を
、
具
体
的
に
紹
介
し
ま

Z
?と
い
う
発
想
。
リ
サ
イ
ク
あ
な
た
か
ら
の
情
報
、
ア
イ
デ
川
一
デ
フ
ア
イ
ア
ン
ス
カ
レ
ッ
ジ
、
き
方
だ
っ
た
。

点

。

乙

の

時

期

こ

そ

「

夫

婦

の

て

く

る

。

川
棚

淵

酬

剛

剛

一
ア
ィ
番
組
「
3
時
ョ
こ
い
f
」

l
l

ル
け
ち
コ
ン
テ
ス
ト
、
変
な
ヱ
ィ
ア
を
待
っ
て
い
ま
す
。
テ

l
rシ
カ
ゴ
大
学
で
号
、
修
士
号
石
恒
美
奈
子
の
本
格
的
望
新
し
い
関
係
を
再
構
築
す
る
と
本
書
に
収
録
し
た
エ

ッ
セ
イ

川
酬
酬
剛
山
山
山
川
剛
酬

〔月
l
金

日

時
l
凶
時
)
が
ま
ず
、
司
会
は
向
坂
樹
興
(
フ
夫
の
家
、
散
ら
か
っ
た
家
コ
ン
マ
は
「
激
安
情
報
」
「
生
活
の
川
一
を
得
て
い
る
。
は
初
め
て
だ
が
、
資
料
を
丹
念
き
」
と
著
者
は
説
く
。
だ
が
、
は
、
新
聞
や
雑
誌
に
奮
い
た
も

川
酬

剛

州

側

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
)
と
寺
田
理
恵
テ
ス
ト
な
ど
と
い
う
愉
快
な
知
恵
袋
」
「
コ
レ
流
行
っ
て
ま
川
一
帰
国
し
て
か
ら
は
豊
島
師
に
た
ど
っ
た
冷
静
な
記
述
で
、
四
十
代
は
忠
実
ぜ
わ
し
く
の
に
一
部
手
を
い
れ
た
も
の
で

川
棚

馴

附

門

川

棚

ワ
イ
ド
番
組
で
す
が
脱
ワ
イ
子
(
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
、
現
も
の
も
飛
白
山
し
ま
す
。

す

/」
「
健
康
の
知
雲
」
「
私
、
川
一
範
、
第
八
高
女
で
英
語
を
妻
、
説
得
力
が
あ
る
。
(
枝
)
(
白
面
倒
な
こ
と
は
先
送
り
し
が
ち
著
者
自
身
の
家
族
と
の
か
か
わ

川
酬

馴

州

刑

酬

ド
シ
ョ

l
、
脱
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
。
在
フ
リ
1
)
。

口

コ

ミ

情

報

は

、

視

聴

者

か

ダ

マ

さ

れ

ま

し

た

f
」
(
悪
徳
川
一
一
九
主
年
(
昭
6
)
定
年
で
本
エ
デ
ィ
タ
l
ス
ク
ー
ル
出
版
だ
。
し
か
し
五
十
代
、
六
十
代
り
を
雪
返
つ
て
の
警
も
多

川

州
酬
伊
脈
州
川
恥

を
加
え
、
ざ
つ
く
り
と
妙
め

合
わ
せ
て
お
く
。

②
炊
飯
器
に
①
を
入
れ
、

A
の
調
味
料
を
注
ぎ
、
ひ
と

混
ぜ
し
て
普
通
に
炊
く
。

③
炊
き
上
が
っ
た
ら
グ
リ

ー
ン
ピ
ー
ス
を
加
え
て
混

ぜ
、
器
に
盛
り
絹
さ
や
を
散

ら
す
。(ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
黄
色
の
色
合
い
は
、
タ
l

メ
リ
y

ク
の
毘
で
加
減
し
ま

す
。
濃
く
し
た
い
時
は
、
タ
ー

メ
リ
y

ク
の
置
を
少
し
増
や

す
く
ら
い
で
い
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
ご
飯
の
異
を
り

ん
E
、
ブ
ル
l
ン
に
変
え
て

も
、
オ
ツ
な
味
に
な
り
ま
す
。

お
も
て
な
し
料
理
に
最
適
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
引
科
学
研
宮
町
/
料
理
指
導

.園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス
ト

.
細
田
貞
一

)

※
次
号
か
ら
は
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
の
掲
載
で
す
。

ー
編
集
部

女
の
目
で
視
る

こ
の
映
画
は
、
人
生
と
い
う

自
分
探
し
の
旅
で
出
会
っ
た
二

人
の
女
性
を
め
ぐ
る
物
語
だ
。

カ
ミ
l
ラ
を
演
じ
た
ジ
ェ
シ
カ

・
タ
ン
デ
ィ
(
昨
年
、
回
歳
で

死
去
)
は
「
人
生
の
最
後
ま
で

生
き
生
き
し
て
い
る
年
寄
り
の

役
を
選
ん
で
出
演
し
て
い
る
」

と
話
し
、
こ
の
出
演
を
喜
ん
で

引
き
受
け
た
と
い
う
。

カ
ミ
l
ラ
は
八
十
歳
。
昔
は

世
界
を
と
び
回
っ
た
と
語
る
ゲ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
ア
メ
リ
カ

-
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
ピ
1

ボ
島

に
息
子
と
住
ん
で
い
る
。
そ
の

隣
の
コ
テ
l
ジ
を
夏
の
間
、
若

夫
婦
が
借
り
た
。
妻
の
フ
リ
ー

ダ
は
ロ
ッ
ク
・
ア
ー
チ
ス
ト
を

め
ざ
し
て
い
る
が
、
画
家
を
あ

き
ら
め
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

っ
た
夫
に
「
君
の
音
楽
は
趣
味

に
す
ぎ
な
い
」
と
言
わ
れ
、
自

信
を
失
い
か
け
て
い
る
。

カ
ミ
l
ラ
の
恵
子
と
フ
リ
ー

ダ
の
夫
は
仕
事
で
結
び
つ
き
、

お
ん
な
二
人
は
音
楽
へ
の
共
通

な
思
い
で
親
し
く
な
る
。
あ
る

日
、
自
作
の
歌
を
け
な
さ
れ
た

と
し
ょ
げ
る
フ
リ
ー
ダ
に
、
カ

ミ
l
ラ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
職
人

の
悲
人
を
息
子
の
た
め
に
思
い

と
ど
ま
っ
た
過
去
を
話
し
、
二

人
は
男
た
ち
に
は
黙
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
も
わ
く
を
秘
め
た

旅
に
出
る
。
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン

ト
の
或
る
劇
場
ま
で
、
ア
ラ
ー

ム
ス
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
」
を
聞
き
に
行
く
の
だ
。

ラ
ス
ト
で
カ
ミ
I
ラ
は
、
自

分
の
成
功
物
語
は
嘘
だ
っ
た
と

フ
リ
ー
ダ
に
謝
る
が
、
「
ま
だ

血
の
た
ぎ
る
よ
う
な
ア
ラ
ー
ム

ス
が
弾
り
る
か
し
ら
」
と
フ
リ

ー
ダ
に
言
い
残
し
、
再
会
し
た

恋
人
と
共
に
去
っ
て
行
く
。
夢

を
あ
き
ら
め
ず
、
一
歩
踏
み
出

し
た
カ
ミ
l
ラ
と
過
ご
し
た

夏
、
フ
リ
ー
ダ
も
音
楽
へ
の
自

信
を
取
り
戻
し
て
い
た
。

老
い
て
な
お
、
若
い
世
代
を

力
づ
け
る
存
在
は
、
と
て
も
い

'v
 

老
い
て
な
お
若
者
を
力
づ
け
る
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V
永
瀬
照
子
版
画
展

(い
ま
)
を
生
き
る

l
日
出
1
6日
出
叩
時
i
凶

ブ
ラ
ジ
ル
の
券
⑤

三
日
ば
か
り
休
み
が
と
れ

た
の
で
、
ク
ソ
チ
パ
か
ら
三

時
間
ほ
ど
で
斤
け
る
パ

1
ハ

.
ベ
l
リ
ヤ
と
い
う
海
岸
へ

行
っ
て
み
た
。
友
達
が
住
ん

で
い
て
、
そ
こ
で
お
昼
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
が
、
魚
の

フ
ラ
イ
が
出
て
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
の
で
「
乙
れ
は
な

ん
と
い
う
魚
?
」
と
聞
い
た

A
4
「
カ
ソ
ン

・
マ
ル
テ
ロ
(撞

木
ザ
メ
)
」
と
い
わ
れ
ギ
ョ
ッ

と
し
た
。
撞
木
ザ
メ
の
グ
ロ
テ
ス
ク

な
姿
は
画
な
ど
で
よ
く
見
る

が
、
食
べ
ら
れ
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
沿
岸

で
よ
く
見
ち
れ
、
そ
の
肝
油

は
タ
ラ
の
四
十
倍
の
ビ
タ
ミ

ン
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
行
く
と
と

ろ
行
く
と
こ
ろ
、
変
わ
っ
た

珍
し
い
魚
が
食
べ
ら
れ
る
の

で
面
白
い
。
こ
の
と
き
の
お

昼
の
サ
ラ
ダ
に
、
マ
リ
ス
コ

(
貝
)
が
入
っ
て
い
た
。
小

さ
い
、
「
シ
ジ
ミ
」
の
よ
う

な
貝
で
あ
る
。
マ
リ
ス
コ
入

り
サ
ラ
ダ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で

も
よ
く
み
か
け
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
よ
く
あ

り
、
人
気
の
あ
る
の
は
、
「
カ

ス
カ
・
デ
シ
リ
(
カ
ニ
の

皿
)
」
。
大
き
い
買
が
ら
の

中
に
、
カ
ニ
の
肉
と
、
細
か

く
切
っ
た
玉
ネ
ギ
、
ト
マ
ト

な
ど
が
細
か
く
切
ら
れ
、
お

酢
で
味
が
つ
い
て
い
る
も
の

が
詰
め
て
あ
る
。

海
岸
へ
{
タ
¥
と
、
レ
ス
ト

29会
ごdE

ラ
ン
の
料
理
は
大
て
い
魚

だ
。
七
ド
ル
く
ら
い
。
エ
ビ

は
大
変
値
段
が
高
い
。
十
二

ド
ル
も
す
る
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
は
ナ
マ
の
エ
ビ
が
一

J
三
十
一
一
一
ド
ル
も
す
る
そ
う

で
、
(
肉
な
ち
上
肉
キ
ロ
九
ド
ル
)

こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
気
軽
に

食
べ
ち
れ
な
い
。

私
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
来
て
三

十
五
年
に
な
る
が
、
魚
で
不

自
由
を
し
た
覚
、
え
は
な
い
。

大
て
い
な
ん
で
も
あ
る
。
唯

て
食
べ
ら
れ
な
い
魚
は
サ

ケ
で
あ
る
。
サ
ケ
は
北
半
球

の
魚
な
の
だ
。
日
本
に
い
る

と
ろ
、
サ
ケ
が
大
好
物
で
毎

日
食
べ
て
い
た
の
に
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
来
て
か
色
、
食
べ
た

乙
と
は
た
だ
の
一
回
f

あ
る
こ
と
は
あ
る
の
だ

が
、
な
に
し
ろ
珍
し
い
も
の

で
高
い
か
ら
、
町
の
魚
屋
で

は
売
っ
て
い
な
い
。
オ
ス
ト

ラ
(
カ
キ
)
も
、
手
に
入
れ

る
の
は
む
ず
か
し
い
。
大
変

値
段
が
高
く

(
J
m
Jは
す

る
)
、
一
般
市
民
の
口
に
入

ち
な
い
の
で
、
町
の
魚
屋
に

は
置
い
て
な
い
の
で
あ
る
。

(斎
藤
美
代
子
)

H
乙
の
項
終
わ
り

|盟国EtkFel
魚を天ぷらにするとき
魚の天ぷらは油がはねやす
い。これは魚の水分が残ってい

るから。衣をつける前に布巾で

ていねいに水気を切る。イカの

水はねが搬しいのは二枚皮があ

り二枚目の皮がはぎにくいか
ら。熱湯にサッとくぐらせ、布

巾でゴシゴシ三する。エビは尾

の聞に水をためているので尾の

先鰯を切り、包丁の背で尾をし

といて水を押し出す。

(社)大日本水産会・

おさかな普及協議会


